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昭和 35 年 度 秋 季 例 会 及び 見 学 旅行 予告 

下記 次 第 に より 学術 講演 会 並び に 見 学 旅行 を 開催 し ます 。 
時 naan 35 42 10 8 19 A (kK), 20 A (A) 
場 所 京都 大 学 湯川 記念 館 (基礎 物理 学研 究 所 ) (京都 市 左京 区 北 百 川 追 分 町 ) 

京都 大 学 楽 友 会 館 (京都 市 左京 区 吉田 近衛 町 ) 
(ONAN 

学術 講演 (9.30 より ) 討論 会 (15.30 より ) 夜間 小 集 会 (18 時 より ) 
第 2 日 (10 A 20 8) (A) 

特別 講演 (10.00 kD) 国際 学会 の 報告 (11.00 より ) BRS (13.00 より ) 
見 学 107A 216 ( 金 ) 

(詳細 は 同封 の 印刷 物 を 御覧 下さ い ) 


SRRAOH 本 年 度 会 費 500 円 を 本 会 (RMI 8825 番 ) 宛 至 急 お 納め 下さ い 。 
AMDB BMS ELE LEM, 特に 多額 に 洪 納 され て いる 方 は , 至急 お 納め 下さ 
ら な いと , 会 誌 の 発行 が 停止 され ます の で 御 注 意 下 さい 。 


会 員 動 静 [新入 会 〕 長谷 川 潔 (札幌 市 中 島 公 園 道 立地 下 資 源 調査 所 ), 東京 学芸 大 学 
付属 図書 館 小 金井 分 館 (東京 都 小金 井 市 貫井 北町 ) 

[転勤 及び 転居 〕 津留 和子 (熊本 市 出水 町 今 700 RH), 古賀 邦彦 (東京 都 柳 並 区 天 
W210 191 SHER), 三好 一 (東京 都 文 京 区 本 郷 6 丁 目 昭和 人 鉄 業 K.K), © 清康 
(北海 道 千歳 市 美 笛 千歳 鉄山 ), 藤田 勇雄 (静岡 県 賀茂 郡 賀茂 村 AGRRERSS). 仲井 豊 
(岡崎 市 明 大 寺 町 菩提 円 3 ) 
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Infrared absorptions of felspars 
大 #& FF — (Keiichi Omori) * 


1. 序 


長石 族 鉱物 の 赤外線 吸収 の ひうち, 余 長 石 に つい て は 1956 年 り に , 叉 加里 長石 に つい 
て は 1957 4?) < Laves と Hafner に よっ つて 研究 され , これ より 種々 の 理論 的 に 可 
能 な 不 整 状態 の 型 が 考察 され た 。 この 種 の 研究 は 斑 酸 塩 鉱 物 中 で Md CHE CASI 
ら ず すず, 本 邦 産 長石 類 に つい て 行わ れ た も の が 愛し いい ので , こ ゝ に 主 な る 数 種 に つい て 記す 
ENS Bo 


2 2 B&B KR #A 
= > に 記す 実験 試料 は 次 の 9 種 で ある 。 
(A) 加里 長石 
No. 1. 岐 阜 県 苦 木 産 正 長石 (マグ マタ イト ) 
No. 2. 福島 県 石川 産 パ ー サ イト (ペグ マタ イト ) 
No. 3. 地 鮮 威 北道 明川 産 月 長石 (火山岩 の 斑 品 ) 
(B) #HRA 


No. 1. Alp Ruschuna 産 草 長石 ( 品 洞 ) 

No. 2. 長野 県 小 県 郡 塩 田町 前 出産 中 性 長石 (ARAMA) 
No. 3. 中 硫黄 島 元 山 産 中 性 長石 CK kY OMH) 

No. 4. PRRBE PERG CK sus) 

No. 5. #@i-x ze KRG CK k 0 MH) 

No. 6. =3B7EKRG CUE fH) 


3. 実験 装置 と 方 法 
実験 装置 は Perkin-Elmer 21 # 複 光 束 自 記 式 赤外線 分 光 器 で , これ は 吸収 率 (又は 


* FLAS ihe ECE 
1) Laves, F. and Hafner, St Z. Krist. 108, 52-63, 1956. 
2) Hafner, St. and Laves, F., Z. Krist. 109, 204-225, 1957. 
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第 2 図 
1 (220), _ 3/ 
| (31) ea 


A, 


I 
22} XE) 30 3/ Se に た 


20 in Degree | 


透過 率 ) が 直接 正確 に 求め られ る の で 優れ て 
いる 。 又 波数 (従っ て 振動 数 ) が 等 間隔 に 記 
銚 され る も の と , 波長 が 等 間隔 に 記録 され る 
も の の 両 式 が ある が , こ ゝ に 使用 し た の は 前 
者 で ある 。 

試料 は 先ず 200 メッ シュ の 細かい 粉末 に 
L, この 少量 を KBr の 細かい 白色 粉末 に 混 
ぜ , 真空 中 で 高圧 を か け て 圧縮 し , VERA A 
AEC VED BIRT LOR. これ は 良い 吸収 曲線 
を 人 与え, また 定量 分 析 に も 利用 で きる の で , 
所 調 Nujol 法 (Nujol と 試料 を こね て 結 品 
板 に は さむ 方 法 ) より も 優れ て いる 。 


| \(220) 


31) |\ 


(131) 


4. X fe HG HT ah HR 
この 赤外線 分 析 を 行う に 先 だ つ て , 理学 電 
IR geigerflex で , XN 線 粉 末 廻 析 曲 線 を 求 2g 29 30 3) $3 as 
め た 。 上記 加 里 長 石 の 結果 を 第 1 Mic, Ere 
谷 長 石 の 結果 を 第 2 図 に 掲げ る 。 XN 線 源 に は 
Cu Ky (フイ ルター Ni) を 用 い , 電圧 30kV, 電流 10mA, scale factor 8, niulti- 
plier 1, time constant 2 秒 , rate 毎 分 1°, divergent slit 1°, scatter slit 1°, 


290 in Degree 


181 


“are 2.00 

2 

e 

° 

an 4150 8 

I — 

i Ny 

< NN 

; 3 

> N 

» Dd 

= 3 

d Gi 

N OOS 
0.50 

/00 


MOL PERCENT ANORTHITE 


receiving slit 0.2mm で ある 。 

次 に 第 2 MCARLKA RAM HR 5, 成分 を 推定 し た 。 Cy CRAL RRS 
Smith と Yoder の 述べ た , (131), (131) 及び (220) HO 20 か ら , 20(131)-20 
(131) と 20(220)-20(131) の 角 を 求め , 第 3 図 か ら 成 分 を 定め る 方 法 で ある 。 この 結 
果 , S44 No.t は 低温 型 ( 整 型 ) 596 An HRA, No.2, 3 及び 4 は それ ぞ れ 41% 
An, 37% An 及び 3896 An 高温 型 (AEM) 中 性 長石 , No.5 及び 6 は 959% An KK 
長石 で ある る こと が 判明 し た 。 

第 1 図 の 加里 長石 の 曲線 も 標 式 的 の 加 析 曲線 と 一 致し て いる 


5. 赤外線 吸収 曲線 

次 に 上記 の 方 法 で 得 た 加里 長石 及び 和 斜 長 石 の 赤外線 吸収 曲線 を それ ぞ れ 第 4 図 及び 第 
5 図 に 掲げ る 。 これ ら 両 図 に 共通 な 特徴 は 9.5 乃至 10.5x に 表 わ れ た 大 き な 吸 収 曲線 
CHIT, これ は (SiO』)4 生 四面 体 の 振動 に 基 ず く , 筐 酸 塩 鉱物 の 特性 吸収 曲線 で ある 。 
BR? の 如く , Riemer cit (PO』)3- 四面 体 の 振動 の 吸収 が 9.0 及び 9.5m に 表 わ 
れ , PRB Rok Cis (SO』)2- 四面 体 の 吸収 が 8.5 及び 9.2g に 表 わ れ る 。 これ ら の 
波長 の 違い は 四 画 体 の 中 心 を 占め る Si. PRUS イオ ン の 半径 が それぞれ 0.39A, 0.35 
A, 0.34A と 少し ずつ 異な る こと に よる も の で あろ 3 う 。 

加里 長石 で は この 大 き な 吸収 (これ ら の 曲線 が 図 の 下端 に 達し た 時 が WM ILARE ARC 
100%, FREI -OMCHS) の 右側 , BRORVMBOC ONLY) SLBMRONS 7% 
3 っ の 曲線 が 表 わ れ る 。 第 4 図 か ら 明 か な 様 に この うち 左側 の 2 つの 曲線 は ほ ゞ 同じ 大 
き さ で ある が , 右端 の 曲線 は これ より 小さ い s。 


1) Smith, J.R. and Yoder, H.S., Am. Min. 41, 632-647, 1956. 
2) 大 森 基 一 , 関 寿 和 : A, 44, 7-13, # 35. 
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第 4 図 
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BRA CLE 5 図 か ら 明 か な 様 に ,。 AX AMIGO Ae BRAC 10.0u, KRG 
で 10.8u と 変化 し , 灰 長 石 の 方 が 大 きい 。 こ れ は 灰 長石 の 分 子 量 が 278 で , BEGO- 
262 はり も 大 きい こと に 基 ず で る も の で ある 5 

更に この 右側 に 表 わ れ る 吸収 曲線 の 数 と 大 さ は 加里 長石 の 場合 と 全く 異な る の で , これ 
に 注目 する こと に よ つ て 和 紛 長 石 を 加里 長石 か ら 区 別 す る こと が で きる 。 叉 , これ ら が 数 多 
く 明 上 に 表 わ れ る 場合 と 』 ゆる や か な 簡単 な 曲線 と し て 表 わ れ る 場合 が あぁ あり, 前 者 は 低温 
型 ( 整 型 ) , 後者 は 高温 型 ( 不 整 型 ) で あぁ る 。 

これ ら を 更に 比較 検討 する た め , 既報 り の 赤外線 吸収 曲線 を 同じ 型 の 図 に 書き 改め る 
と 第 6 図 と な る 。 こ れ よ り 吸 収 端 を 波長 で 読ん で 表示 する と , 第 1 表 に 示し た 様 に な り , 


1) nena F. and Hafner, St., Z. Krist. 108, 52-63, 1956. 
Hunt, J.M. and Turner, D.S., Anal. Chem. 25, 1169-1174, 1953. 
Hunt, J.M., Wisherd, M.P. and Bonham, L.G., Anal. Cham. 22, 


1478-1497, 1950. 
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第 7 図 
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SEBE 6 つの 群 に 分 ける こと が で きる 。 CNS ORNHRS SRAO(LSRAO AIL 
に 関係 な く 常 に 同 じ 波 長 に 表 わ れ る も の と , 少し ずつ 異な る 波長 に 変化 する も の の 2 つ に 
大 別 さ れる 。 こ の 後者 に 注目 する と , BI 図 に 示し た よう に し て , HRAOKD THES 
る こと が で き , この 結果 は X 線 粉末 廻 析 曲 線 か ら 得 られ た 結果 と 一 致し て いる 。 

特に 吸収 曲線 の 形 に 注目 する こと に よ つ て , 上 述 の 様 に 倖 長石 を 高温 型 と 低温 型 に 区 別 
L4BS © LURIRRO ODE RWB ¢, No.1 は 低温 型 , No.2, 3 及び 4 は 何れ る も 高 
温 型 斜 長石 に 属す る 。 


ee 


Mineral equilibria at low temperature and pressure. By Robert M. 
Garrels, 近年 地球 化学 の 分 野 で 鉱物 の 低温 低圧 下 の 平 衡 関係 が 論 ぜ られ つ ・ ゝ あり , BH 
は この 参 老 書 と し て 過去 3 ヵ年 間 Harvard 大 学 で 講義 し た 経験 に 基 ず いて , 7 BPs 
成る 本 書 を 著 し た 。 先ず 第 1 意 序 論 で 基礎 的 概念 を 述べ , 第 2 章 で Activity-concent- 
ration relations を 論じ , 次 いで 第 3 # Carbonate equilibria, 第 4 # Measure- 
ment of Eh and pH, 第 5 # Partial pressure diagrams, 第 6 章 Eh-pH diagrams 
を 多数 の 図 を 用 いて 詳し く 説 明 し た 後 , この Eh-pH MOWESMON ee 7 CRN 
て いる 。 取扱 つた 鉱物 は 酸化 鉱物 , 硫化 鉱物 , PRORRGkYn, TEMPM KIDS, 特に ウラ ン 
BD, NTF DSN, vv Av Bip, 或いは 水 成 鉄 物 等 を 詳し く 記 し , 参考 に な る 点 が 
多い 。 学生 及び 研究 者 に 広く 推薦 する 。 (本 文 254 BA, Harper & Brothers, N. Y. 
1960 年 発行 $ 6.00) Lk 森 


BR FG, SE 187 


Br 3F 石 の 化学 fh RR 


Chemical compositions of the heated vermiculites 
from Fukushima Prefecture 


大 #& %@ — (Keiichi Omori) * 
a sh (Hiroshi Konno) * 


Dil 


Fr 


福島 県 石川 郡 小高 及び BkKAM Mg ROPER, 化学 組成 等 に つい て は さき に 報告 し 
た リ 。 こ の 焼成 物 の 化学 組成 及び この 蒸溜 水 に 対す る 可溶性 成分 に つい て こ ゝ に 述べ ょ 
Do Mi» 比較 の た め に 石川 産 花 賠 岩 中 の 含水 黒雲 母 の 焼成 物 に つい て , 同じ 実験 を 行 つ た 
DC, 併記 する こと に する 。 前 者 の 焼成 物 は 白色 を 時 し , 後者 は 金色 を 量 す の で , RIG 
急性 石 及び 金色 蜂 石 と 呼ば れる こと が ある 。 


試料 と 実験 結果 


これ ら の 焼成 物 は も ろ い の で , 直接 環 瑠 乳鉢 で 粉砕 し , これ を 試料 と し て 化学 分 析 を 行 
つた 。 こ の 結果 は 夫々 第 1 表 及び 第 2 表 の 通り CHS. KO (1) は 焼成 物 の 分 析 結 果 , 
(2) は 溶出 物 の 分 析 結 果 で ある 。 

焼成 物 で は 分 析 結 果 か ら 明 ら か な よう に FeO は 殆 ん ど な く , Fe®+ は Fe3+ に 座っ つて 
いる 。 結晶 水 は 大 半 失 われ , 従 つ て H2O(4+) は 少な い 。 

次 に 可 落 性 物質 の 化学 組成 を 求め る た め に , Mg MEAOwEN Clk 20.0034 gr, 47k 
RAO RM Cis 20.0057 gr を ビー カー に と り , これ に AMMBKE MZ, 湯 交 上 で 約 
10 REAR Leo THERMO PH it 6.4 で , 濾過 する と 濾液 は 白湯 し た 。 これ は 
ペ プ チ セ ーション (peptization) に よる も の で あぁ る 。 即ち 焼成 物 が 分 表 し て コロ イド 粒 
子 に な る た めで ある 。 こ の コロ イド 粒子 は 濾紙 を 通り 抜け る の で , これ を 防ぐ た め に 少量 
の 希 塩 酸 を 加え , 濾紙 の PH を 5 に し , ガラ ス フ ィ ルター に よ つ て 濃 過 し た 。 こ の 濾液 
を 磁性 恭 発 四 に と り , GRE CARHBU LD, 液 量 が 少な く な つた 時 白金 皿 に 移し , Bice 
発 乾 獣 を 続け , SECRET, WORRRA GS 110°C に 乾 燥 し た 。 こ の 整 燥 物 は 溶出 物 に 計 
4TH. こ ゝ に Mg ABE MOM RIs 試料 20.0034 gr に 対し て 2.44%, 含水 黒 
雲母 焼成 物 の 沙 解 率 は 試料 20.0057 gr に 対し て 1.12% で , 前 者 の 溶解 度 は 後 考 より 
REWo 


4 出 率 
この 束 燥 物 を 試料 に し て 通常 の 方 法 で 化学 分 析 を 行 つ た 結果 は 第 1 表 及 び 第 2 表 の (2) 
で ある 。 次 に (3) は それ ぞ れ の 試料 中 に 含ま れる 各 酸 化物 の 重量 を 示す 。 叉 (4) は 同じ 


* 東北 大 学 理 学部 岩 鉱 教 窒 
1) 大 森 世 一 : 鉱物 誌 , 3, 478-485, 1958. 
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lz Me & A hk BD 


3 4) 
(1) (2) @ (5) 
20,0034 gr xT 
焼成 物 | YAH 焼成 物 の YEH MO YE HL 3S 
Byam Ss (wt96)| (wt 96) gr & gr 数 (96) 
SiO, 39.28 8.05 | | 7.9573 0.0422 0.53 
TiO, 0.67 0.02 0.1340 | 0.0001 0.07 
\1,O3 13.06 1.05 2.6124 0.0050 0.19 
Fe,O5 9.34 0.10 1.8683 | 0.0005 0.02 
FeO 0.42 | n.d 0.0840 = = 
MgO | 26.25 21.37 | 5.2509 | 0.1008 1.91 
CaO tr 0.93 | =e: 0.0043 = 
MnO bow ob 0.13 0.0340 | 0.0006 1.76 
P.O; 0.08 none 0.0160 -— — 
Naz0 | 0.98 0.72 0.1960 0.0012 | 0.58 
K,0 0.35 0.34 0.0700 | 0.0006 0.78 
H,O(+) 5.27 | 46.76 = Lp ¥ 
H20 (=) 4.81 | 19.74 | Mt ats iS 
Total 100.68 | 100.11 Ls = 5 
oo ee Oe Se sea) 
(3) (4) | 
Q | @ SL |.) 
a | 20.0087 gress 
焼成 物 | YE BL BER ID. YAH WO | Ya Hi a 
He va fh, (wt96)| ss (wt96)| or KC gr 数 | (9) 
SiO, 39.90 | 7.61 7.9823 | 0.0218: |. 0,27 
TiO, | 3.04 0.02 0.6082 0.0001 0.01 
A1,O3 | 16.66 | 2.25 3.3329 0.0065 0.19 
Fe,O, 21.87 | 0.11 4.3752 0.0003 0.01 
FeO 0.29 ial, (al 0.0580 = | = 
MgO Te 10.22 | 1.5824 0.0294 | 1.89 
CaO 0.73 4.65 0.1460 0.0134 9.17 
MnO 0.18 0.16 | 0.0360 0.0005 | 1.39 
P,O; 0.14 tr | 0.0280 a4 Fa 
Na,O 0.92 | 0.40 0.1841 | 0.0012 0.62 
K,O 4.75 | 1.18 0.9503 0.0034 | 0.35 
H,O(+) DAG 46.61 = = isi 
H,0(-} 1.71 26.94 EE i a 
| les . 
Total | 100.38 | 100.15 eee 
| 


LEO KIC YEH L ft 各 酸 化物 の 重量 を 示す 。 従 つ て これ ら の 比 即 も (4)/(3) を 
(5) と で 示す と ご で れ は 人 各 本 化 物 の 溶出 素 を 示 二 で と に な る 。 

Mg 蜂 石 焼成 物 と 含水 黒雲 母 焼成 物 の 深 出 率 を 比較 する と , 各 酸 化物 即 も 各 陽 イィ オン 
の 閣 出 率 は それ ぞ れ 近似 し て いる 。 即 も これ を 落 出 率 の 大 きい 方 か ふら 示 す と / アル カリ エ 
類 金 属 (Ca, Mg), アル カリ 金属 (Na, K), Si, Al で Fe, Ti RU P WHA ERO 
な い 。 
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RAROSHESZ ERS Kis PORBAR ANG 


Glaucophanic amphibole in the weakly metamorphosed 
schalstein from Yanadani-mura, Ehime Prefecture. 


33 崎 正 夫 (Masao Iwasaki) * 


Abstract : Glaucophanic amphibole was found in the weakly 
metamorphosed schalstein (metamorphosed calcareous tuff of basic com- 
position) of the zone of Palaeozoic sediments in Sikoku. In the amphibole, 
optic plane is normal to (010) with b = Z and cAX is small. Chemical 
composition of the amphibole is given in Table 1. It is obvious that the 
amphibole belongs to the riebeckite-glaucophane group. And a brief 


discussion on the genesis of host rock is given. 


1. 序 


変 媛 県 上 浮 実 郡 柳谷 村 鉱 部 落 附 近 の 古 生 層 の 片 状 交 緑 凝灰岩 中 に BNR Be 
り , 40OZ2BN BRAM Al, b=Z, seks (010) に 垂直 で , C の 方 向 に X 軸 が 来 
る こと を 見 出し た 。 この 録 物 の 化学 成分 は リー ベ カ イト ーー グロ ー コ フェ ン の 系 列 に 属 
DAE EE MAE sag St es, RL ES 

この 報 文 で 取扱 つた 地域 の 地質 図 は . 1958 年 夏 京 都 大 学 中 山 勇 , 徳島 大 学 佐藤 博 孝 と 
ERICVEBRL RDO, 調査 の 機会 を 与え られ な た 深田 地質 研究 所 及び 同行 され た 中 山 , 佐 
MRK RRS. Eh, 密 内 作業 の 一 部 は 1959 年 に , 東大 理学 部 地質 学 教 宏 で 行 つ 
tro AE, 御 角 力 を いた だ いな た 同 教 室 岩 石 学 講座 の 講 氏 に 感謝 する 。 

2. +h 質 

標本 探 集 地点 は , 地質 図 (第 1 図 ) に 示し て ある 。 ア ルカ リ 角 関 石 は , GEE CHAR 
色 の 軸 色 を 示し , 地質 図 に 示し た 区 域内 で は , 緑色 岩 類 (みか ぷ ぶ 型 ) 中 に も 少量 見 出さ れ 
る 。 第 1 図 か ら 明 か な 様 に 含 藍 関 石 片 状 輝 緑 凝灰岩 は , 一 つづ き の 岩 層 で , か な り 連 続 の 
ょ よい る の と 思わ れる 。 こ の 岩層 を 含め て この 地域 の 古 生 層 は 南方 に 傾 食 し て お り , 見 掛け 

, 緑色 岩 類 (な かぶ 型 ) の 上 位 に な つて いる 。 緑色 岩 類 (AMI) の 南北 両側 に は , 
それ ぞ れ 巾 200m, 及び 400m の 破砕 帯 が あぁ あり, COMMIT CBB Mc OB 
察 さ れる 。 地域 の 最 北 側 の 結晶 片岩 層 (三波 川 系 ) は , 北 に 急 傾 斜 し た 岩層 で ある 。 


3. 母 ies 


= OFT CHIR 3 PAE SEL 1: BAIL, SG REE FR O72 AI A 7 REC 
で , 片 理 の 発達 は 悪く , FRR LOMTH YD ARCH PD MRK AS Cb NSE 
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1 : 結晶 片岩 層 (SURI) 2 : RRA (GUAR) «3: Bp eee ees 


層 4: WRK i t+ -bORB 5: 泥岩 , BOHOEEB 6: 


mee, 砂岩 を は さむ ) 7: 断層 8 : BMA 9 : 


地 6S: RYE, O : RH, HL: ge 


青色 が 勝 り , 堅 看 で あぁ る 。 


Ri 


泥岩 ois 


eres 


や > ゝ 集 塊 岩 質 で , 青 緑色 の マト リッ クス 中 に , FROMM MHL Tc 存在 する 。 
角 奏 質 部 に は , 径 2~5mm OH SAMEMAL, LOMPes, 方 解 石 一 石英 プー ル で 


ある 。 こ の プー ル は , 時 に 芳 状 赤 鉄 鉄 を 包 有 し て 赤 球 を 帯び る こと が ある 。 
GE CL, RABE Tb Vo TREC, 成分 鉱物 の 組合 せ に 差異 は な い 。 


Las L ERS 
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BAA AISARE NCS ¢. また , WR: (HE 0.1.0.2mm) で あぁ る 。 

REBML, HA BR ERA ALE, MEAT, 普通 煙 石 残 品 が ある 。 少量 の 
ステ ィ ルプ ノ メ レ ー ン , 赤 鉄 人 鉄 , 黄 鉄 鉄 を 伴 な う 。 

藍 関 石 の や ゝ 大 き な 結 品 個体 は , 帯状 構造 を 有 し , 中 心 部 は 残 品 と 考え られ る 福 色 の カ 
}74 714} RAWACHS 6 

方 解 石 は 多量 で , 主 成 分 鉄 物 の 1 っ と な つて お いり , 方 解 石 を 基地 と し て , 微細 な , St 
状 , 羽毛 状 の 藍 関 石 が 一 面 に 出来 て いる 。 藍 関 石 は , 時 に 放射 状 集合 と な る こと が あぁ る 。 
鉱物 組合 せ を 見 て 注目 すべ き 点 は , 緑 鎌 石 も , パン ペリ ー 石 も , ロー ソン 石 も 含有 し な 
ES 


Table 1. Chemical composition of glaucophanic amphibole. 
Wt. % | Atomic ratios for 0=23 
SiO, 50.99 | Si pi 
| 0.49 } S00 
Al,O; 5.45 Al 0.95 
0.46 
TiO, 1.95 Ti 0.22 | 1.84 
Fe,O, 10.42 Fet3 1.16 
FeO 9.68 Fert? hea ke, 
MnO 0.14 Mn 0.02 | 3.34 
MgO 9.69 Mg 2.13 
CaO 2.08 Ca 0.32 
Na ,O 4.95 Na 1.41 | る 
K,0 0.25 K 0.05 
H,O-— 0.10 
H,O+ 4.22 
PO n.d. | 
Total 99,87 | Analyzed by H. HARAMURA 


4... Brae o 性 8 


BED BREEBaa TAVITA Sy FTESV-F-L TV VF RECA CRNA 
質 角 関 石 を 分 離し た が , この 試料 に は , Mm RBC Det (2% 内 外 ) の 福 色 カト フォ ライ ト 
綿 角 較 佑 が 含ま れ で いな た 8 ' 

化学 分 析 の 結果 を 第 1 表 に 示す 。 こ れ か ら 算 出し た 化学 式 は , 略 で 次 の 様 に な る 。 

(Na Caoa) 1 (Fe'2 M821 Fe Alo.5) 5.0 (Alo.s Siz.5)8.0 (OH)2.9 O22.0 

NERA 
税 の 位置 に A リリ が 大 る こと を 除 ぐ と アー フク ヴェ ドナ イト ha 近い 成分 と な り 導 光学 的 性 
質 か ら 判 断 し て , アー フ 立 ェ ド ソ ツナ イト 分 子 を 相当 量 含 ん で いる と 老 え られ る 2。 

KDE Oe BEAD bebe ATMO) 74 74} BAAD. AR MORD AAS 
FAG), Mid COMB (. 単色 光 を 用 いて も , その 消 光 位 を 正確 に は 決定 出来 な い 。 


1) Miyashiro, A.: Journ. Fac. Sci., Tokyo Univ., 11, 57-83, 1957. 
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光学 的 性 質 は 次 の 様 で ある 。 
a. JTRMOBR GAA (A4T LRH) 
b=Z, 光 軸 面 | (010), cAX=8° 以下 , 2V=30°~50° (分 散 が 著しく , pH E 
確 に は 測定 出来 な い 。 光学 性 も 正確 に は 分 らち な い ) リ 。 
a=1.678 +10.003, B=1.676+0.004, y=1.684 エ 0.003, y-e=0.006, 
多 色 性  X=He, YHA KE. 有 Z 三 紫色 ~ 暗 青 灰 色 。 吸収 ZAN>Y. 
b. 中 心 部 の カト フォ ライ ト 質 角 阿 石 
b=Y, xt#hm (010) cAZ=cal7°, B=1.698+0.003, 2V(—)=50°+, »>po 
多 色 性 : X=, Y 三 赤褐色 , ZRH BE. 吸収 : Z=Y>OXR, 
この 角 関 石 は , その 光学 方 位 が , 一 般 の カト フォ ライ ト と は 一 致し な い が , 分 散 も 大 き 
く , “Rad” 緑色 岩 類 に し ば し ば 見 られ る 。 いわゆる “BERRA” Lids MOT 
いる の で , 一 応 ア ルカ リ 角 陰 石 の 系 列 に 属す る と 考え た 。 


第 2 Bi = ORM CRROREN ARAN A 


Ab : Albite Ep : Epidote Ch : Chlorite Gl: Glaucophane 
Cal : Calcite Ac : Actinoilte Af : Arfvedsonite 


Pi: COMM CRROREN ARAMA. 


5. BR 条 件 の 考 R 
CORDA RIAA BIL, 産 状 か ら 判 断 し て , 明らか に , 再 結 品 作用 の 産物 で ある が , 福 
色 の カト フォ ライ ト 質 角 関 石 は ) レ リ ク トミ ネ ラ ル (BR) LHRONZ. 
この 地域 の , ほか の 緑 北原 岩 に は , アル カリ り 角 関 石 ら し い 多 物 が 出来 て いな いか ら , 
CORN AAA © BRT SICMOTIL, その 母 岩 の 化学 成分 が , その 形成 に 好 款 合 な 


1) Sra KO GET iS CMAPS (+)10° 一 外 と な る 。 
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条件 を 与え た も の と 与え られ る 。 

母 岩 は お そら く , アル カリ 去 武 岩 質 北 灰 岩 で , し か も , か な り 石 灰 質 の 凝灰岩 で あつ た 
CHD) 6 

第 2 図 に 示し た 様 に , この 岩 右 で , BN AAAN AD RIE CIEL AVRO Ix 
岩 右 の 総 化学 成分 に 於 て アル ミナ が すぐ な か つた こと に ある 0 この 場合 , アル ミナ に 対す 
る アル カリ の 過剰 と いう こと る も, 無論 この 種 の アル カリ 角 関 石 形成 に 必要 な 条件 で あつ 
TEC Dig 

Y—AA4 +}—-7aU-a7= YROMNGE 7T-7V= ¥VI4 RO AMAL O 
O+4A ry Bmis, Ca (Fe’, Mg) Alz(Fe”, Al) Si で あぁ る 。 すなわち , アル ミチ に と 
ぽ ぱし さく, 石灰 に 富ん で いる 岩石 で は , アル カリ 角 関 石 中 に , 物理 的 条件 さえ 許せ ば , か な 
YVDEBDT—-77= EVYF4ASAFERAY) BS4CH49 (2M). 

この 含 藍 関 石 煙 緑 凝灰岩 の 産出 地点 は , いわ ゆる ADDBWREABMOMNE (Ads 
帯 ) の 南方 , 秩父 古 生 層 帯 の 内 部 へ 5km の 地点 に あたり , その 中 間 及び 周縁 の 秩父 古 
生 層 は , 殆 ん ど 非 変成 で ある 。 従 つて , 秩父 古 生 層 帯 内 で 局所 的 に 再 結 品 作 用 が 進ん で い 
る 部 分 に は , その 母 岩 の 化学 成分 が , その 形成 に 好都合 な ら ば 藍 隊 石 は 品 出す る こと を 基 
Cu 
LAL, この 岩石 に つい て 尚 問題 が 残 つ て いる 。 即ち , 含水 填 酸 塩 の 形 で 灰 長石 に 相当 
する 分 子 が 存在 し な いと いう こと で ある 。 この こと を 説明 する た め に は 二 通 り の 方 法 が 
ある 。 

Oh, 岩石 の 総 化学 成分 が 灰 長石 分 子 の 存在 を 許さ な い 様 な 条件 一 例えば, 上 述 の 
様 な 極端 な 低 ア ルミ ナ 値 な どー 一 を 探す こと で ある 。 
も う 一 つ は , 灰 長 石 分 子 の 分 解 を 考え る こと で , これ に は 有名 な ス ビ ライ ィ イト} 反応 の 式 が 
ある 6 
CaAl,Si,O,+Na,CO,+4 SiO, = 2 NaAlSi,O,+CaCO, 
KEA 石英 BRA 方 解 右 

Bld, この 式 に 従 つ て , 灰 長石 分 子 は , 遊離 理 酸 の 存在 の も と に 草 長 石 と 方 解 石 に 変わ 
る 。 こ の 場合 は , 明らか に , 前 提 条 件 と し て , BREIC LARIMER EBAS CLICKS 
岩石 の 記載 の 項 で 述べ た , 秩父 古 生 層 帯 の 交 線 凝灰岩 に よく 見 らち れ る 白色 円 粒 は , ODER 
な スピ ライ ト 反 応 と 関係 し て いる の か る ゃ も 知れ な い 。 

上 に 述べ た 昔 達 交代 作用 は , 藍 図 石 形成 と 関係 し て いな い が , この 様 な 交代 作用 が , HE 
関 石 形成 に 対す る 化学 的 条件 を 準備 し た か どう か は , 問題 と な ろう 。 


1) Eskola, P., Vuoristo, U. and Rankama, K., Bull. comm. géo! 
Finlande, 20, No.119, 1937. 
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仙台 市 三滝 産婦 武則 中 の 球状 塔 


An orbicular rock in basalt from Mitaki, Sendai. 


see 勝 敏 (Katsutoshi Uruno) * 


Abstract: An allivalitic orbicular inclusion found in the Neogene 
basalt flow consists of coarse crystals of anorthite (An 95=1) with small 
amount of iddingsite crystals. It shows a concentric structure, due to 
alternate zones with different iddingsite contents (Fig. 2, B). In the core 
(a) small grains of anorthite similar to the core of phenocrystic anorthite of 
the host rock in composition, twin type, and features of inclusion (Fig. 2, 
H), are poikilitically enclosed in the iddingsite. The outer zones (b~f) are 
made up of radial aggregates of wedge-shaped anorthite finely twinned 
after albite- and pericline laws, and contain small iddingsite crystals (Fig. 
i 1D, ABE 


Lok Aaa ae 


SA IA ACER = Heat Pic RL S N77 VY NS ee BRR OW Tack L 
その 鉄 物 組成 , 化学 組成 及び 特有 の 構造 を 明らか に し た 。 


2 HERO EK 


いわ ゆる "三滝 安山岩 ” と 呼ば れる 火山 噴出 物 は , 半沢 ちらり に より 第 三 紀 鮮新 世 初 頭 
の 活動 に よる も の と され て いた が , その 後 仙台 団体 研究 グル ー プ 3 に よっ つて, この 層 の 
一 部 と 見 な され る 萩山 安山岩 が 中 新 統 の 綱 木 層 と 整合 関係 に ある こと が 明らか に され た 。 
三滝 容 山 岩 は 根本 3) に よる と 角 秦 奨 灰 岩 に 狭 ま れ た 4 MORSE CRIT TOSA, こ 
の 球状 岩 は 3 枚 目 の 疾 岩 流 を 採掘 し て いる 仙山 線 の 南側 の 通称 “わき 上 り ” BOs 
WC, BSH 15m の 疾 岩 流 の ほぼ 中 央 の 新鮮 な 部 分 か ら た だ 1 個 産 し た も の で あぁ る ぷり 
(第 1 図 )。 


3. ARM HR 懲 


本 岩 は 直径 38~45mm の や や いび つ な 球状 体 で ある が , 表面 は な め ら か で , し ゆす 
状 の 光沢 を も もち, その 上 を 黒い 緑 泥 石 様 物質 の 薄 層 で お お われ て いて 容易 に 母 岩 か ら 離 れ 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉱床 学 教 窒 

) 半沢 正四 郎 ほ か : Sci, Rep. Tohoku Univ., Ser, 2, 25, 19, 1953. 
) 仙台 団 体 研究 グル ー プ : 地球 科学 , 37, 60~66, 1958. 

) 根本 忠 寛 : Bet, 3, 383~390, 1930. 

) 付近 の 疾 岩 の 補 際 に 見 られ る 球状 方 解 石 と は 無関係 で ある 。 
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SIN (lehahTrOMeMRURR Se He 
(根本 (1930) 原図 を 一 部 修正 ) 


1: BERS. B/S (シル ト 岩 ), 3: SRR UES AAS. 
4:" 同 第 Savi, 5: 同 第 2 anit, 6: ABI way, 7: 同 
角 春 凝灰岩 , 8: 綱 木 層 (ARs), 9: Ria eH A, 
10: 断層 及び 地すべり 


Bo 切 つ て 見 る と 内 部 は 粗 粒 ち 密 で , 放射 状 の 構造 と いく つか の 同心 円 状 の 失 帯 が 認め ら 
れる (第 2 図 A, B)。 


4.0 mh 鏡 的 観 穴 


球 は 主として 灰 長 右 と いく ら か の イィ イジ ング ス 石 (iddingsite) と か ら な り , 全体 と し て 
深成岩 組織 を 示す が , 少量 な が ら 各 所 に メソ スタ シス で みた され た 間隙 を 残し て いる 。 中 
心から 外側 に 向 つ て 順に 次 の 6 帯 に 分 ける こと が で きる (20 B, E, HH 3 BPH 1 
表 ) 。 各 帯 の 性 質 は 次 の 通り CHF. MMOAAIEILH 2 表 に , 光学 的 隆 質 は 第 3 表 に 示 
SS 

at (MM) イジ ング ス 石 は 径 5~8mm の 他 形 で , KRRAPHICAWRMO REL 
思わ れる 方 解 石 を ポイ キリ チッ ク に 包 有 し , か つっ 灰 長石 に か こま れ て いる 。 1 方 向 の 著 し 
い 淫 開 に 直 消 光 し 伸長 は (+), 多 色 性 弱く 科 褐 色 で 吸収 は Z>X, 2Vz は 連続 的 に 変 
化し , 外側 ほど 大 で FegO。 が 少 い こと を 示す 。 

KEANE 0.2~1.6mm 自 形 粒状 で , 双 品 は 割 に 少く 皇 に C 双 品 で カー ルス バド 式 に 
ペリ クリ ン 」) アル バイ ト 式 が 伴い , マネ バハ , バ ベ ペ ノ 式 る 認め られ る が , BAMBI 
(第 2 図 G)。 問 際 に 接し た 面 に 厚 さ 約 0.02mm の 酸性 リム が ある 他 は , 成分 差 を 示す 
累 帯 は 認め られ な い 。 中 心 部 に は 径 0.05mm 以下 の 滴 状 ~ ち り 状 包 有 物 が 散在 ある い 
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A : 球 の 外形 , B : 球 の 断面 に 
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見 られ る 各 帯 (BARK = 3), C 
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| os 称 特 ri 
a 優 黒 核 部 | ちり 状 包 有 物 を も つ 灰 長石 を ポイ キリ チッ ク に 含む イ 
| ジン グ ス 石 の 集合 で , 外形 は や ゃ を ゃ 不 規則 
b | 内 側 優 白 帯 | 間際 を 伴う 粗 粒 灰 長石 の 集合 で , 境界 は 不 規則 
‘cd Fh fe PR | 粗 料 灰 長石 プイ 1 ジン グ ス 石 が ポイ キリ チッ ク に 包 有 さ 
れる 。 こ れ よ り 外 の 境界 は 鮮明 
d = 優 A HF | ほとん ど 灰 長石 だ け の 放射 状 集合 
© Sy Bl EB | 再び イジ ング ス 石 の 小粒 が 多数 包 有 され る 
i RO RA Ald d.0KRAOERCCORBH CHS 
G2 ROSPORRIEL RM 
s Pate? OT oy ree Cy, d e f 2 
平均 の 厚 さ (mm) | 4.8 | 3.2 | 2.5 8.0 1.0 0.7 | 20.2 
容 & % | 1.30 | 4.64 | 8.00 | 62.28 | 13.04 | 10.74 |100.00 
a £ | 0.45 | 3.90 | 5.03 |59.23°| 7.65 | 10.53 | 86.80 
Bl gy TKR) 0.64 0.30 Oe 0.87 5.27 = 9.39 
ow | He WE 石 | 0.02 | 0.05 | 0.08 0.15 
“| St Gi — |, 0.01 | 0.01 | 0.02 = = 0.04 
< EO US 0 C32 049 R98 O07 |} ole! S22 
RO ON O02 | 0.08 | 0.11 = O22 
a | クリ スト バル 石 | 0.06 | 0.05 — 0.11 
tn ie Se). 0:08 0.04 0.07 


は 累 帯 状 に 配列 し , Fic 0.03mm KORMHAD AGENG 

be 灰 長 石 は 核 部 の 自 形 灰 長 石 を 起点 と し て , 台 少 不 規則 で ある が 外側 に 向 つ て 大 
XL AB LOWS Mle Mv C 双 上 品 は 少な く , 人 A MARIS T V4 b, ペリ 
クリ ン 式 の 集 片 双 唱 が , 羽毛 状 に 各々 細か く 発 達し , BBDKRAD EK CH O72} YR 
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第 2 DD i 
岩 と の 関係 (開放 = 27), D : RODMICHAE NSM te ZOMG (BA 
t= 3), E: et (直交 = コル ) ; Fo: kD d 帯 の 灰 長 石 の 双 品 
(直交 = コル ), : 核 部 に お ける 灰 長 右 と イジ ング ス 石 と の 関係 (直交 = コ 
fe: a we 見 られ る “ちり 状 包 有 物 ” (直交 = コル ), K: 
RHOMENEAOREHEL Mah (直交 = コル ), L: 母 岩 の 斑 品 立 通 輝 
石 (100 DU) CABNAYY FV AOS (Hz = 3) 
a~f 球 の 各 帯 (第 1 表 , 第 3 図 参照 ), au 普通 輝石 , an [Kf 
BA: ba “ee ( 母 岩 ), ca Hf, ch VEG, fi REG 
CHANT HAA, hy RHE, id イジ ング ス 石 la BRK 
長石 , mf GERMOMMOBS, pi CY AV HG 
(A), (B), (C) : BBOMEARADA Rt 
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包 有 4 物 は 見 られ な い (第 2 図 E)。 

ィ ジ ング ス 石 は 0.5mm ABO WAL 
し て 灰 長石 の 境 朋 に 少量 並ん で いる 。 

c# 灰 長 石 は 内 側 か ら の 延長 で , HD 
似 て お ぉ おり, CREEK ちり 状 包 有 物 は 全く な 
Wo イジ ング ス 石 は 0.2~1.0mm 百 形 小粒 
状 又 は 2 へ 3mm OBAGRE LT 灰 長石 に 
包 有 され る 。 

d % 灰 長 石 は 核 部 か ら 続 く 円 鑑 状 結晶 の 
延長 部 で や は り C 双 品 は な くく アルバ イト , 
ペリ クリ ン 両 双 品 が 混 り 合 つ て 余り に 細か く 
GRAN COSY, 双 上 品 の 両 個 体 は 長 さ 
0.5mm 内 外 の くさ び 形 の 不 規 則 な 断片 と な 
り , 全体 と し て 見 る と 単 一 結晶 か ら 生長 し た 
SE CH 0 ながら , 僅か ずつ 方 位 を 異 に し た 
FFRORLE ROT, LIIROMtEART (第 
2 図 下 )。 イ ジン グ ス 石 の 小粒 が 僅か に 包 有 され る 。 

em 灰 長 石 は 内 側 か ら の 延長 で ある が , 稀 に それ と 無関係 に 付着 し た よう な 方 位 を 
示す 0.2mm の 同 成 分 の 自 形 粒 状 灰 長石 が 見 られ る 。 

ィ ジ ング ス 石 は 0.5~l1mm 自 形 ~ 半 自 形 , 粒状 柱状 。 内 部 だ けが 緑 泥 石 で で き て い 
る も の が 多い 。 

fie KRG ARID} DIR CMW kb BME, 最 外 端 は 平坦 ある い は 
の こぎ り 状 の 自 形 結 品 面 を 示し , 厚 さ 平均 0.014mm の 酸性 リム を る も る つ 。 THIEREOD 
石 基 に つづ く 厚 さ 0.1 へ 0.5mm の 緑 泥 石 層 に 接し て いる (第 2 図 C)。 

な お 球 の 内 部 に は , KREORTBM CHEN 0.5~2mm 大 の 間隙 が 各所 に 見 られ 
(第 2 図 D), こと に る a b, c 帯 の も の は 大 きい 。 こ れ は いずれ る も 緑 泥 石 様 の メソ スタ シ 
ス で みた され , 中 央 部 に 方 解 石 を も つて いる も の も ある が , その 他 , HIV VT RAI 
接し て は 0.1 へ 0.5mm ABORMMA, LED 0.2 へ 0.8mm 和泊 形 和 柱状 の ピ ジ オ ン 新 
石 , 0.1 へ 0.05mm BBRROMERENS EN COS. BBW L ey ty ARE. 
CYT VIG & RRS ATLL bSSo その 他 a, b HC 0.2mm AHH 
SREB, da 帯 で は クリ スト バル 石 も 見 られ る 。 

メソ スタ シス の 緑 泥 石 様 鉄 物 に は 2 種 あ り , せん い 状 で 淡 緑 色 の 多 色 性 が あぁ り 複 屈折 の 
大 きい も の と , 細 粒 状 で 緑 礼 色 を な し 複 屈折 の 小さ いも の と が ある 。 BRIGRED PMA 
を お お う も の や , 母 岩 の 石 基 の メソ スタ シス と 同じ で あぁ る 。 な お 球 た は 巾 0.1mm 以下 
の 多数 の 割 目 が 間隙 に 連絡 し て 中 心 に 達し 前 者 で みた され て いる (第 2 MF). 


5. BHO 性 BF 
CORSE BCAAY に よっ つて 記載 され て いる が , 若干 新知 見 を 補 つ て 要約 する 。 こ 
の 話 岩 は 肉眼 的 に は 黒色 綴 密 で この 部 分 に は 卒 陣 は ほとん ど な く , REBORPERE St 


a 


1 4cm | 


1) AeAWR > Ht, 4, 17~28, 68~80, 1930. 
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第 3 表 球 及 び 母 岩 の 構成 鉄 物 の 光学 的 性 質 
SHEER a REA KBE 


y Va 状 Hs 
bE Tz 
| = hk 4 Kk i eh | 基 
| 中 心 (A) |G (B) 
a 1.5743* 
B 1.5821 
wt xy 1.5870 
> An! 1.5710 1.5722 
xX 55° 65° 1/2 ae 57° 1/2 78 
E 010 {¥ 63° 63 63° 2 58°1/2 
Z |i 47°42 39° 1/2 47°1/2| 46°1/2| 33 
[ke (MP 45° 35° 45° 42 31 
74 J | 2} —33° — 7 —33° —26 = 4° 
xz PE)» —35° |—33° = 
alo | —12 = ite =) 4° 
An9%| 95~96 P57 96 88 H50 
A a 1.662 
Li B 1.650 
£6 1.749 


2Vz | 88° (68~112° RH) 


67° (58~66°) | 66° (60~82°) 


BE | NN へ > 
IN 

to 

| 

ral 


Fs 35 Fs 36 
i 2Vz 48° (48~66°) | 49° (47~51°) | 46° (43~51°) 
es cAZ 42° 44° 
fee a 1.667 
SAB OY 1.693 
+R 2Vz 32° 
y #7 WoyEngy Fs, 
= OF ae ee 

eye | 2Vz 20° ( 0~25°) | 14° (14~15°) ae Be li? 
ce Y | 010 [010 ‘Lor/010 
ン cAZ 39° (36~40°) | 39° 40° 


* 1 つっ つっ だけ 示さ れ な た 測定 値 は すべ て 平均 値 を 表わす 

** 消 光 角 MP, |a, fb は それ ぞ れ , (010) x (001), (010) x [100], (100) 
x (001) 方 向 に お ける 文 ′ に つい て の 消 光 角 で , 6 は ペリ クリ ン 双 卓 の 接合 
面 と (001) と の な す 角 で ある 

*** Y 7010 の 場合 の 2Vz を マイ ナス と し て 平均 し た 


こと が 特徴 で ある 。 鏡 下 で は , 主 成分 と し て 斑 品 で は 多量 の 灰 長石 の 他 に LISLIZRE 
ih & tet REG CNR OKEROMMGA 認め られ , 前 者 は し ぽ し ば じ C 軸 を 共有 し た 
EY AV IRRO RISE Db. 後者 は その 外側 に , BEIT SEY Tv HOA Zz Y 
広い 累 帯 を 不運 続 に < 伴っ つて いる (第 2 図 し )。 RRM OKS eheMhicls, イジ ング ス 
石 の 小粒 を 包 有 する も の が ある 。 斑 品 灰 長石 は ほ ぽ 均質 で ある が , 最 外 部 に 石 基 に 移 過 す 
る 厚 さ 平均 0.02mm の 酸性 な り ム (C) を も ち , その 内 側 に 厚 さ 平均 0.5mm の An 
93~An80 の か すか な 昧 帯 構造 を 示す 殻 (B) を も つ (第 2 図 K)。 双 卓 は ほとん どじ C 


* SRL & 0 OFA 


Fis Ne 


1) 河野 義 礼 ・ 青 木 議 一 郎 : 


LY Ate 


Gk, 43, 275~281, 1959. 
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第 4 表 球 及 び 母 岩 の 化 学 組成 と 鉄 物 組 成 
i 2 3 4 
SiO, 42.55 50.14 43.65 54.5 
TiO, none 0.5 — ORS 
Al,O3 30.30 19.48 36.27 2 1 
Fe,Ox 3.75 4.34 0.79 6.3 
FeO 0.75 6.69 nd 9.1 
MnO 0.06 0.24 a 0.4 
MgO OS 3.83 tr Bed 
CaO 16.67 10.98 19.18 8.5 
Na ,O 0.51 1.46 0.59 1.9 
K,O 0.09 0.20 0.04 0.3 
H,O0 + (Ig. loss) 1.64 0.75 nd = 
0s 1.84 129 nd = 
P,O; none 0.14 — 0.2 
ap 100.11 99.97 | 100.52 | 99.9 
Ib cs 2.71 (2.79%) 2.81 (2.75*) | (2.80*) 
Q 1.61 9.92 16.3 
, Or 0.58) Or 0.6 iene 0.2 ey 
Ab 435] Ab 5.0 2.84 5.0 16.3 
. An 83.073 An 94.4 46.83 94.8 28.9 
Wo 1.08 3.32 5.6 
2 En — 9.70 9.2 
ふ Fs 0.27 8.59 WSO 
= nl a 0.93 7 
oe Mt = 6.39 9.6 
a Hm — = ez 
Ap = 0.34 0.3 
10) 
% | = em 4-431 9 02 (Id) es : 
FL SCP A OF 4.59 = = 
at 99.98 100.00 99.9 
も | ge 品 
gsr ee oe 86.80 | 89.27#* 36.48 = 
oe HOST ZAG 9.39 7.80 = = 
容 3e ft FR a = 1.04 (Wo) 4.71 a 
量 | BS 石 = 0.19 (F's) 0.14 a 
9 | Bak: SRT Bei 1.70 (Q) 58.67 ast 
計 | 9 8 100.00 100.00 mm 
名 指数 | 108 28.0 37.0 
eer EE eee eee 
1. 仙人 騙 市 三滝 産 ア リバ ル 岩 質 球 状 岩 (分 析 者 宇 留 野 ) 
2. fel RRA K RB KR (ANTS 青木 ) リ 
3. i] LRAOMAKEA (分析 者 青木 ) リ 
4. 同 支 武 岩 の 石 基 の 組成 の 計算 値 D 
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双 唱 に 属し ター ルス バド , ペリ クリ ン , アル バイ ト 式 の 組合 せ が 主 で 細か い 集 片 双 品 は 少 
な い 。 KE LEO AMISH E UT (A) の 部 分 , 時 に (B) DM IZS DIR~MERO 
ABMS LOM, 少量 の 0.01mm AYO RMMALASTSZOL YES 消 光 角 に よ 
る 成分 変化 曲線 は 第 4 図 に 示し た が , 根本 が C MEL CAM eHERIe (B) SHC 
年 じ た 小 斑 唱 で は な いか と 思わ れる 。 


第 4 図 革 岩 の 麗 品 斜 長石 の 昧 帯 成分 変化 曲線 


=~ $ |) IK@AMD 


= 25) Sh aE ee 
0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 mm 


BEG OSMRA BHD E CO Has O fae 
*: 010 に 垂直 な 品 帯 中 で a 軸 に 垂直 な 方 向 の 消 光 角 人 第 3 表 の lala 


ニニ 計 2 Bie 
(C) 
50 


AAENL PP HALAL OD ALR) BERRA OC, PR LD ty Rk MEAL GE 
LCM TST SZBSLAY SNS. 微 唱 の 間隙 は 緑 褐色 の 緑 泥 石 の メソ スタ シス で みた 
され て お り , その 中 に 柱状 の クリ スト バル 石 が 多数 認め ちら れる 他 に , 屋根 瓦 状 の いわ ゆる 
BREAD TET Zo LORRI 4 表 に 見 られ る 様 に 石 基 の 化学 成分 で は SiO。 が や や 
多い が , その 色 指 数 が 高い の で , 久野 り の 分 類 に よる と “ARE RRAK 
武 岩 (Vc HM)” と 称す る の が 妥当 と 思わ れる 。 

6. 化学 組成 と 鉱物 容量 比 及 び 比 重 

球 の ほ ば 中 心 を 通る 三 垂直 面 で 切断 し た 約 20g の 一 片 を 用 いて 比重 を 測定 し , 化学 3 
析 を 行 つ た が 実際 に は 少し 中 心から ずれ て いた た め 核 部 が 過少 に な つて いる 。 比較 の た め 
同一 産地 の 類 岩 お よび その 斑 品 灰 長 石 の 分 析 値 を 引用 し た 。 ノル ム は イジ ング ス 石 が 毛 鉄 
gk Fe,0,-H,O Lene (ALL TT yFA71} 3MgO-2SiO,-2H,O) OE 
合 結晶 と の 報告 に 基 い て 計算 し , 容量 比 に な お し て モー ド と 比較 し た (第 4H) 

fay CFR Ss UE 

MW Sh=KBOLREABAT TORRE ICOW TC, 岩石 学 的 な 記載 を 行 な つ た 。 こ れ は 同 
源 捕 獲 岩 の 一 種 と みな され る 球状 アリ バル 岩 質 岩 で あぁ る が , その 成因 を 論じ る に は その 構 
造 及び 構成 鉄 物 , 特に その 和 斜 長 石 の 性 質 を 更に 詳細 に 調べ る 必要 が ある 。 

最後 に この 研究 に 当り 終始 御 指導 を 頂い た 東北 大 学 の 大 森 砂 一 教授 , 有益 な 御 助 言 を 頂 
いな た 河野 義 礼 教授 , 八木 健三 教授 に お 礼 を 申 上 げ る 。 叉 この 研究 に は 文部 省 科 学研 究 費 の 
一 部 を 使用 し た こと を 明記 し て 謝意 を 表す る 。 


1) 久野 A: KRU AWS, 192~219, 1954. 
2) Brown, G.; Stephen, I.: Am. Min., 44, 251~260, 1959. 
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松尾 鉱山 第 4 鉱 体 の 鉱物 , 特に 辰 砂 に 就 い て 


Minerals from the 4th ore body of the Matsuo mine, 
especially on the cinnabar 


鈴 木 敏 明 (Toshiaki Suzuki) * 


Abstract : The ore of the 4th ore body consists of iron sulphides 
and chalcedonic quartz associated with a small amount of sulphur, barite, 
orpiment, cinnabar and stibnite. Cinnabar is found in close association with 
stibnite and pyrite. Orpiment occurs in association with sulphur vein. 
Cinnabar and orpiment are the first occurrence from the Matsuo mine. 

Some mineralogical properties of these minerals are described, especial 
ly on the cinnabar in detail. The succession of minerals is infered from 


their paragenesis. 


1. 緒 言 
AFD GREAT BR > b BES ARUEWE LTS, 硫化 鉄 以外 の 産出 は 比較 的 稀 で あり , 
WES, 蒼 錠 一 アン チ モ ン 鉄 物 及 び 鉛 藍 の 三種 が 今 迄 に 報告 され て いる 。 近 時 , 松尾 鉄山 第 
4 鉱 体 か ら 辰 砂 及 び 雄 黄 や の 新 産出 を みた が , 前 者 は 本邦 の 硫黄 鍼 床 と し て も は じ め て 
ゞ ある 。 以下 に 第 4 鉄 体 産 の 講 鉱 物 , 特に 硫化 物 に 就 い て その 産 状 , 鉄 物 学 的 性 質 及 び 共 
生 関係 を 述べ る 。 
2 = HK tt 

4 OAK DBKENL GERD BE TUCO) OSLER SM, AMIS BUCS O SE 
右 で ある 。 こ の 両者 の 主 な 相違 は 次 の 様 で ある 。 

黒色 硫化 鉱 :・ 黒色 , 樹脂 上 状 光 沢 , 比重 約 3.0, 遊離 硫黄 10 数 % 以 上 

金属 硫化 鉱 : 黄 灰 ~ 黄 色 , 金属 ~ 亜 金属 光沢 , 比重 約 3.5, 遊離 硫黄 5 へ 6 % 以 上 

金属 硫化 鉄 は 一 般 に 弧 密 堅 硬 で ある が , 砂 状 或 は 脆弱 の も の も ある 。 れ を 構成 する 硫化 . 
鉄 ほ は 一般 に 役 粒 で あり , 個々 の RFS BMV. 脈 石 と し て は 玉 和 髄質 石英 を 主として お 
り , この 点 硫 黄 鉄 石 の 主要 脈 石 が 蛋白 石 で ある こと と は 著 る し い 相 違 で ある 。 こ の 外 の 村 
成 鉄 物 と し て は , SURI CGR RO PER PE, 徴 少 随伴 鉱物 と し て 雄 黄 , BERD, yiRze 
Gk, 重 唱 石 が 認め られ る 。 

BATE GK 0 6 1X RAO RENNES HUF AA THOT, 光 安 鉄 が 幌別 ・ 松 尾 や , MER ER 


* FAGAN 

1) HBAS ENGST DS, SORE 4 OKKIZ OSHA Nie FT 
れ に つい て は 後日 報告 する 。 

>) SOIC ACRS < 早 大 鉄山 学研 究 報告 , 40, 8~9, 1951. 
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BY, 古 部 *) 等 か ら そ の 産出 が 報告 され て いる に 過ぎ な い 。 BMS ¢ OMGILI 5 
その 産出 が 報告 され て いる se 


3. p= * 


PSL CRS Se RG CGR & HET SEBS, FHA CRUZ DY BD. 第 4 okeRAE 
a RAR Ee oe ee eee aml cae 
れ て お り , 時 に は 3mm ALOMAR ED AAI PATEL TO ZIERBSO 

幅 粒 硫化 鉄 と し て は 黄 鉄鉱 及び 所 鉄鉱 が 認め られ , 前 者 は 脈 状 或 は 皮 毅 状 ( 厚 さ は 概ね 
lcm 以下 ) で , 徴 粒 硫 化 鉄 の 表面 を 被覆 し て いる そ 。 百 鉄 鉄 は その 産出 が 少く , 脈 状 品 洞 
Ee CRO ON EE NN amen ORS Cel. 
放射 状 構造 が 認め らち られ, 表面 は 堅 臓 状 を 示し て いる 。 

メル ニコ バイ ト 様 鉱物 が 放射 状 及 び 芝 臓 状 を な し て 前 記 白 鉄鉱 を 被覆 し て お り , RE 
粉 状 の も の が 徴 料 硫化 鉄 と 黄 鉄 鉄 と の 境界 部 に 形成 され て いる 。 第 3 図 1! は 微粒 硫化 鉄 , 
BGK, 百 鉄鉱 及び メル = コバ イト の 累 被 納 状 構造 を 示し た も の で ある 。 

BESS BR AN it BRR CEO CERO SAM, 時 に は 第 3 図る の 様 に 比較 
的 濃 集 し て いる こと が ある 。 こ の 部 分 は 皮 殻 状 の 網状 脈 か ら な る こと が 多く , その 厚 さ は 
Imm 前 後 で ある 。 そ の 分 布 は 連続 性 に 逐 し い 。 

RRP BCR LRT (LIRR EMT) と の 境界 部 に 市 10 へ 0.1 mm cH 
和 粉 状 集合 物 と し て 認め ちら れこ る 外 , 徴 粒 硫 化 鉄 及び 黄 鉄 鉄 中 に 徴 脈 を な し て いる 。 AGED 
分 布 は 略 々 N 20°W の 硫 砕 帯 内 に 存在 し , 35m 以上 の 長 さ に 互 つ て 分 布 す る が , その 
量 は 僅少 で ある 

RAGA ATU LEO BANA E OC 多数 の 自 形 結 品 が 形成 され , その 大 き さ は 2~4 
mm IkP ORS & 4 OFLA CHZ 0 MRR M EN, し か る も 微粒 硫化 鉄 に 近い 部 分 
に 放射 状 む もしくは 不 規則 に 自 形 結 品 が 認め られ る 。 WRRGKIS 殆 ん どの も の が 展 砂 と 共生 
し て お り , 密接 な 関係 の ある こと を 嘱 示 し て いる 。 双 それ ら の 分 布 区 域 は 狭小 で あぁ る 。 

硫黄 は 大 部 分 が 脈 状 を な し て お り , FU CARBIRE LL, 冷却 に 伴う 収縮 亀 替 の 認め 
られ る も の も ある える 。 


4. 硫化 鉱物 及び 硫黄 


硫化 鉄 た 就 い て は 黄 鉄 伏 の 光学 異常 が 顕著 な 為 , 一 部 黄 鉄 久 と 白 鉄 鉄 と の 区 別 が ま ぎ ら 
わし い の で , 後 是 X 線 に より 吟味 する つも り で ある 。 従 つ て 本稿 で は 主として 反射 頭 徴 
鏡 的 性 質 に 就 い て 述べ る 。 . 

微粒 硫化 鉄 : 研磨 し た る の は 白 或 は 黒 味 を 整 び た 黄色 で 金属 光沢 を 示し ,, 極めて 役 料 
CHEER CHS (第 3 図 .3) 。 こ れ に 就 い て は 先 に 加藤 博士 り 7 BETS ABT TEMES 
決定 は 困難 で ある が , BRGY, X 線 的 に みて 黄 鉄 鉄 と 邊 鉄鉱 の 混合 物 で ある 結 述 べ て い 
Bo 第 さ 図 3 の も の は 単に 光輝 ある 反射 玄 を 示す の み で , HOLE PB E DEM CH 
る か どう か な は 判然 と し な い 。 但し X AHO’ 『 果 は 両者 の 混合 物 で ある こ & WARE TC 


1)i0 AMER :- SHIRL, 640>651. 
2) maw, AEE. MEDEROEELE, asa LE No.l, 
14, 1951. Sh tet 
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1. Is, P,M,Me DHH4YZY%O, 2. Is 
BU 〇 の 納 状 脈 , 3. 高 品位 Is (x85), 
4. P,C,St の 半生 せる る の, St POR 
RC (2685) Daw lis) NPE SO 
生 せ る も の . 
ls 人 = 微粒 硫化 鉄 , C 三 辰 砂 , P= 
粒 黄 鉄鉱 , St—kirek, M 三 粗 粒 白 
geer, O= ew, Me = メル = コバ 
A} 


り , LX MCAT OME, MERU HOMERS ENTS x EDR Lo 
WESABE Tid 化合 硫黄 品位 と 略 々 平行 し て 増加 する こと が 多数 の 分 析 結 果 か ら 明 ら 
か で あり , 硫 真 鉄 石 や 脈 状 硫 黄 中 に は 殆 ん ど 存 在 し な い 。 従 つて 雄 黄 と し て の 克 素 が 混入 
する こと も 考え られ る が , 克 素 の 品位 分 布 状況 か ら み て 少く と も 一 部 は 微粒 硫化 鉄 中 に 吸 
着 さ れ て いる も の と 見 位 さ れる 。 こ の よう な 微粒 硫化 鉄 が 克 素 を 吸着 する こと は Uyten- 
bogaardt) の 姜 書 に 紹介 され て いる 。 
鉛 鉄 物 に 就 い て は 先 に 早瀬 2) が 鉛 藍 の 存在 を 報告 し て いる が , 筆者 は 未だ 認め て いな い 。 
粗 粒 硫化 鉄 : CHUCKLE AGGKL MHS. RRR, 金属 光沢 を 示し , 反 


1) Uytenbogaardt, W. : Tables for microsopic identification of ore 
minerals, 201, 1951. 


2) 早瀬 喜太郎 : 前 出 ) 1951. 
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SHIR ALOHMS S5%OOCH So KRMLHCRAECAR L, LRA DODD 
BM, 形態 その 他 か ら 黄 鉄 鉄 と 見 働 じ た 。 黄 鉄 鉄 の 光学 異常 に 就 い て は F. G. Smith) 
が 135°C と 室温 の 間 の 生成 物 で ある と 述べ て お る こと か ら 硫 黄 鉱 床 の 生 成 温 度 を 推定 す 
B-BELASRCHS 0 RMD LBRO 9 Os 内 部 か ら 外 部 に 向い AIOE DE 
く な つて お り , 外側 で は 2mm 程 の 大 き さ に な り , 個々 の 粒子 は モザ イク 状 に か ゅ か みあ つ 
て いる 。 一 般 に 上 品 洞 に 宮 み 2 mm 前 後 の 正 六面体 , 正八 面体 の 小結 品 が 複雑 な 連 品 を な 
し て いる 。 百 鉄 鉄 は 従来 の 報 文 に よる と 美しい 多 色 性 を 示す も の が 比較 的 多く 認め られ 
る と いう こと で ある が , 筆者 の 研 魔 試 料 に は 特別 な 産 状 の も の 以外 は 認め られ な か つた 。 
FEROR GAH ARRIBA TEL, 反射 頭 徴 鏡 下 で も 多 色 性 が 閉 る し く , 福 色 か ら 
青色 に 変化 し , RBABORU RAMEE RL COB CNA RHS CH, Bite 
7r FREE LMS ND 

メル ニコ バイ ト : BPD BRAM LE  ALNSZRAMORBEERT ORM 
ある が , ARREBBISIOSLHERWRKAC, TORHtIRAALEL, その 明る さ 
は 百 鉄 鈴 > メル ニ = コバ イト > 攻 鉄 鉄 で ある 。 僅 か な 異 方 性 を 示し , 隠 微 品質 で 美しい 爵 状 
構造 が 認め られ る 。 

HER: BROCOAERAT, 樹脂 状 光 沢 を 呈す る が , 粉 状 の も の は 濃 黄 色 を 示す 。 
反射 頭 徴 鏡 下 で は 灰 白 一 灰色 の 多 色 性 が 認め らち られ , 反射 光 は 弱い 。 M KCN, KOH OF 
YR CBS CA LADICKMEILAILT SZ. 又 閉 管 中 で 熱 す る と 冷 ・ 熱 時 共に 黄色 昇華 
物 を 生じ , 慕 臭 を 発する 。 尚 難 冠 石 は 認め られ な い 。 

ke: 粉 状 の も の は 美杉 な 紅色 を 示し , 開 管 分 析 に より 水銀 の 析出 を みた 。 AOKME 
X 線 回 折 法 に より 測定 し た 結果 は 第 1 図 及び BIB に 示す 通り CHS. 本 表 に よれ ば 
Ez 2.872A で ぁ り , その 他 3.37, 318A 等 に 頭 装 な どー ク が 現われ て いる 。 こ 
nis Almaden の 辰 砂 の 廻 折 結 果 と よく 類似 し て いる 。 

PRE GO FA RU IONE 


辰 砂 は 反射 光 で 淡 桃 色 を 示し , その ; Bl 表 
7 A FE \ に v1 2 EE EE ET = ET ET Ge rT 
反射 光 は 余り 強く な い 。 時 に 内 部 反 が de SE 
射 に より 明 紅 人 色 に 見 える 部 分 が あ 3 
bh, 異 方 性 が 顕著 で ある 。 叉 KOH A) | 1 | aA) Pua’ 
落 液 に より 反応 を 示さ な い 。 S337) O yet. 3.34 9.0 
Be a 3.18 10.7 3.16 1.0 
次 に 化学 処理 を 行 つ た 処 , HNO, 2.872 | 23.3 2.85 9.0 
Na,S,0,:5H,0 D7k¥AIKIC VET ae. a I RS 2.36 0.5 
; て 2.079 | 4.0 2.07 3.0 
NagS D7} YRIC MIF L 7 2.033 | 2.2 | 2.02 1.0 
粉 状 戻 砂 は その 個々 の 大 き さ は 1.985 Sad Het ie 
0.1~ 0.05 mm. x 0.01~ 0.005 mm esi S| 3.1 1.765 2.0 
a ‘ 1.738 | Ail 1.735 3.0 
程度 で あり , 第 2 図 の 様 な 短 柱状 の 1.682 BR 1.680 4.0 
も の が 多く , ZOOM OE 1.584 1.8 1.581 1.0 
PES 1.569 1.9 1.560 1.0 
で いる の が 特徴 で ある 。 1.436 2.3 8360 


BRR > 鉛 灰 色 , 選 平 な 柱状 結 唱 


CAm Min, 27, 17, 1942. 
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第 1 図 松尾 鉱山 産 辰 砂 の ※X 線 回 折 図 


25 35 45 or 15 3a な 


を 示し , 柱 面 に 縦 の 条 線 が 認め ちら れる 。 その 太 き 
さ は 概ね 4mm 以下 の 長 さ で , 人 第 開 が 著 る し い 。 
黄 鉄 鉄 に 包ま れ , 辰 砂 と 共生 し て いる 状態 は 第 3 
図 4 の 様 で あり , ASKS RNA CRO 
質 を 示し て いる 。 

強い 反射 光 を 示し , 白色 で 直 消 光 を 示し , BAG 
性 る 強い 。 又 本 鉱物 は KOH で 腐 触 さす る と 直 
WHET BIRO RIREA, BEKHUS. CNS ORVERD 5 RRR LRAEL 
だ る SET NE OS 
いる の で , AGMNIZY Bi が 含ま れ て いる 可能 性 が ある 。 

硫黄 : 一 般 に 黄 , 淡 黄 , 淡 福 黄色 を 呈す る も の が 多く , SRB GRK OD BEBO KR 
も の は 極め て 少く , AHA CHS. RAH RAR TC, その 強 さ は 辰 砂 と 略 々 同様 で あ 
り , 暴 方 性 が 認め られ る 。 又 品 洞 に 認め られ る 硫黄 の 一 部 に は 沈 江 の 締 が 認め られ る こと 
が あり , 類 融 状態 に あつ た こと を 示し て いる 。 : 


5. 共生 関係 及び 生成 順序 


重 唱 石 や 玉 和 髄質 石英 は 微粒 硫化 鉄 に 伴 な い , これ に 終 か れ 或 は 深 人 触 さ れ て いる こと 応 多 
く , 早期 の 品 出 物 で ある こと を 示し て いる 。 又 黄 鉄鉱 は 微粒 硫化 鉄 を 常に 被覆 し , 一 部 は 
貫い て いる こと か ら 後期 の 生成 物 で ある こと を 未 し て いる 。 時 に は MeROKE BUHL SE 
と の 境界 部 に ある メル ニコ バイ ト 中 に は 辰 砂 が 形成 され て いる が , RBRBRRE HT 
DABRARE 2 = 254 b PICU ER RU RASTER & NOW? 

RGR IS RT EGR L HEART AWBANALO RBM DAMA NTBY, 包ま れる こと 
は な い 。 RPGR & FEARS BAUR HE UC ORL EGR USE VL CGR GRC EO, FEAR AR 
され て いる 。 これ は 微粒 硫化 鉄 中 の 品 洞 に TEAS X TU 7s HRACSKD FA BB VC ABR GR AS AE EB 
RIAL ETDS CRBRIBL net BbnS. 

FRIAR GK & PE BRE DOTHEL TH), RRMOBRMA NT SMILE 
に 黄 鉄 鉄 を 伴 な つて いる 。 辰 砂 の 微 脈 は 微粒 硫化 鉄 を 貫い て お り , BPR RIDER ORE 
り て いる 外 徴 脈 が 認め ちら れる 。 RLS ZMK BBE, MMR 周辺 の 一 部 が 
辰 砂 に より 交代 され て いる の で , その 生成 順序 は 煙 安 鉄 っ 黄 鉄 鉄 っ 辰 砂 で は な いか と 開 え 
られ る 。 辰 砂 と 雄 黄 と が 共生 する 部 分 は 未だ 見 当ら な い 。 第 3 図 5 WORE, BEBE 
GK X メル ニコ バイ ト ,- BD, HRBGK, SRA D IEA BSR SAB DIT, oe 
Mey EOD go> a4 |e BURAK E 共生 する メル = elt ee 
Y, 生成 時 期 も 異な る 様 で ある 。 : 
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雄 黄 は 徴 粒 硫 化 鉄 を 貫き , 最も 末期 の 生成 物 で ある 脈 状 硫黄 と 伴 な つて いる の が 議 通 で 
あり , 網状 脈 の 部 分 で は 導 融 硫黄 に 被覆 され て いる 。 煙 黄 は 黄 鉄 鉄 と 共生 し て いる も の は 
未だ 見 当ら な い が , これ を 被覆 す る メル = コバ イト 上 に 形成 され て いる も の が ある 。 HO 
CHER IS 酸性 溶液 に より 形成 され た と され て いる 硫黄 や 微粒 硫化 鉄 と 密接 な 関係 を 有 し 
て , 辰 砂 よ り 遅 れ て 生成 され た も の と 見 叙 さ れる 。 

脈 状 硫黄 は 講 処 で 硫化 鉄 石 を 貫い て お り , 末期 の 生成 物 で ある る こと は 明らか で ある が , 
Pal UCR BORIS BIB MNCoSo GA Cs 硫黄 相 五 間 の 関係 が よく 認め られ る こと 
が ある 。 即ち 皮 毅 状 硫黄 に は 二 種 あり , BARRA RRR AREAL, これ を 更に 淡 
黄色 の も の が 被覆 し て いる 。 こ の 両者 の 境界 部 を 透 明 な 「 應 の 目 」 MRMRS, 最も 末期 
の 生成 物 で ある こと を 示し て いる 。 

以上 の 共生 関係 か ら 録 物 生成 順序 を 推定 すれ ぽ , 次 の 様 で ある 。 

微 料 硫化 鉄 生 成 の 末期 に , 局部 的 な が ら 交 安 鉄 っ 黄 鉄 鉄二 辰 砂 っ 白 鉄 鉄 マ メル = コバ ベイ 
ト が 生成 し , その 後 は 微量 な が ら や ・ ゝ 広範囲 に 豆 り 雄 黄 が 形成 し , 最後 に 硫黄 脈 が 鉱床 全 

に 吾 り 活動 し た 。 


6. 要 約 


第 4 鉱 体 の 鉱石 は 微粒 硫化 鉄 を 主 と よし, RULER RU EEA, MRE LCE 
苑 質 石英 及び 少量 の 重 卓 石 が 認め られ る 。 こ の 外 に 微小 随伴 鉱物 と し て , HER: RMRU 
RARAYSNSo CNS5ORMICRV THK, 鏡 下 の 性 質 , ER 5) 
記載 し た 。 そ の 結果 , 得 ら れ た 皇 な 事項 は 次 の 様 で あぁ る 。 

1. 硫化 鉄人 は 黄 鉄 鉄 ・ 白 鉄 鉄 及び メル = コバ イト の 三種 が あり , RRM EIOCSE 
常 を 示す 。 

2. DIAM ORPRBBARD 5 ILIAD CO PEW Ch 0, 雄 黄 も 赤松 尼 鉱 山 で は 新 産 出 鉱 
物 で あ る 。 

3. FEARED b ROK — GEG et) > 微粒 硫化 鉄 一 条 黄 一 硫黄 が 夫々 徐 接 な 関係 
の ある こと が 推 知 され る 。 

4. gens AME RE GRU LG > 次 安 鉱 > 黄 鉄 鉄 っ 辰 砂 っ 百 鉄 鉄 メ ル ニ = コバ イト つつ 
WEBS > BRAK & 73 Do 


本 稿 の 作 鑑 に 当り , FE APES 71 FAP 1c UE & Wid O72 RAE TT NAN 
始め と し て , 長谷 川 助 教授 , 岩手 大 学 高橋 助教 授 , 東北 大 学 鈴木 光郎 , 阿部 宏 の 両氏 に 深 
其 な る 詩 意 を 表す る 。 
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井山 県 八尾 町 の 緑色 奨 放 冊 中 の 粘土 鉱物 


Clay mineral in green tuff from Yao-machi, 
Toyama Prefecture 


3 «6S 四 郎 (Shiro Kanematsu) * 


1. 縮 tj 
DACA L COS RARKEAD 5 DAA, & CSUR FOR ERICE ICOM TH 
山 , 7h, 津田 , 森島 等 の 報告 が ある リ 。 従来 , CALS ie EK OF LAD CH i 
され て いた が , WEA EE LIRA EAB) VET A | EDAD PEMD % D 23 HOTTER LLIB 
防止 に 利用 され て いる を 知り , CORNED DICT ZAMRLEOTC » に 報告 する 。 
本 研究 費 の 一 部 は 文部 省 科学 研究 紅 に よっ つた も の で , M, 電子 顕微 鏡 写 真 撮影 に は 京都 
大 学 化 学研 究 所 荒川 民 の 援助 を 得 , 現 地 で は 堺 氏 の 世話 に な つた 。 こ ゝ に 感謝 する 次 第 
で ある 。 
2. 地 質 
本 地域 の 地質 に 関す る 研究 は 上 述 の ょ うに 多く の 人 々 に 上 つて 行わ れ て いる 世 , FO— 
人 津田 は 富山 堆積 儲 地 の 第 三 紀 層 の 中 部 を 占め て いる 八尾 層 群 の 堆積 環境 に つい て 詳し 
く 調査 し , 層 序 を 次 の よう に 分 類 し て いる 2 る)。 


第 1 表 八尾 層 群 の 層 序 (津田 1953) 


me Re iy lille sil she A= 
Ie Se RR A TPR 
Pe Bie REAR | Beso 
)\ Ae Be AS SA 
I ERE EVeR 
ke | LRRD RAT § BR KeDETE 
of Re | RK We i 
a lk oe | ( 模 原 付近 ) | Ge a oe) | OR) 
mR RAN Bo eee ig] 基 ケ 島 秒 岩 頁 岩石 層 
| BA wD # ig 
| 今生 津 BA 
基 od | CA Meee a pt 
nisl 人 
mt setae 


1) 池辺 展 生 , 地学 1, 14~26, 1949. 
横山 次 郎 , 地球 14, 161~174, 1930. 
千 地 亡 造 外 , 地質 雑 計 56, 519~522, 1950. 
津田 条 粒 , 新 大 理 研 報 1, 1 へ 35, 1953. 
中 世古 幸次 郎 , 大 阪 大 理 報 1, 73~79, 1952. 
“) RAR WR, 61, 532~542, 1955. 
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本 研究 試料 採取 地 の 滝 脇 は , BES REO LONER RBC COS. ML CH 
田 が 報告 し た よう に , この 累 層 は 一 般 に 浅海 に 堆積 し , 主 に 策 岩 ・ 砂 岩 ( 細 粒 質 の も の が 
多い ) 泥岩 と これ ら の 破砕 央 か らち ら な り , 緑色 凝灰岩 は 局部 的 に 狭 ま れ て 赴 出 し て いる が 
垂直 及び 水平 に 岩 相 の 変化 は 甚 し い 。 

岩石 は 暗 緑 色 を 呈 し , 顕微 鏡 下 で は 石英 と 八 長 石 が 主要 鉄 物 で , この 外 方 解 石 , 緑 泥 石 , 
BEGESRE UVR Ae SCRLORUIL RY. SEAHAM EARL, その 一 部 が 
方 解 石 で 交代 され て いる も の も ある 。 本 岩石 に ベン ジジ ン の アル コー ル 落 液 を 滴下 する 
と , 匠 時 に し て 濃 藍 色 を 示し , この 旦 色 反 遍 で モン モリ ロナ イィ イト 族 粘 士 鉄 物 の 存在 を 推 穴 
が る こと が 出来 る き 

試料 : 原 岩 石 を 粉砕 し 200# を 通過 し た も の を 水 で 分 散 さ せな た 後 , ピペット 潜 を 用 い 
Cle 以下 の コロ イド を 集め た 後 束 燥 し , 試料 に 供し た 。 


3. D.T.A. 曲線 
示 差 鞭 分 析 は 常 法 に 従い , YEE EAR 10°C/4 で 行い , 第 1 図 の 結果 を 得 た 。 


第 1 図 RARKAD D.T. A. HR 


pee 
oa feb c a ee 
0 200 400 600 800 1000 
im & (C) 


SCH E AOE 5 icmBe — 71k 100-200(m,), 600-700(m,) と 850 (m;) の 3 つっ 
が 主 な る も ゃ ので, 900-1000(m,) に 1 つの 発熱 ビー ク を みる 。 

これ ら す つの ビー ク は モン モリ ロナ イト の 特性 に 略 々 類似 する 。m』 は 通常 100-300 で 
出現 し . これ は 史 閉 水 と 層間 水 に よる も の で あぁ る が , 試料 の 加 燥 の 程度 に よ つ て ビー ク の 
頂点 温度 叉 は 面積 が 異な る 。 

Hondrick) は モン モリ ロナ イト 中 に 含ま れ て いる 交換 性 イオ ン が Mg, Ca, Li Ba 
で ある 時 は 160°C 付近 に 小さ い ビ ピー ク を みる が , K, Na の 場合 は この 出現 を みな いと 
報告 し , 筆者 も 本 者 の モン モリ ロナ イト に つい て これ を 確認 し て いる 。 本 試料 に は Ca, 
Mg が それ ぞ れ 酸化 物 と し て 3% 前 後 と 約 1.3 98 ZA, KO は 極少 量 故 , 当然 2 つの 
ピー ク を みる べき に も か ゝ わら ず 顕 著 で な い の は , 一 般 の モン モリ ロナ イト 中 の CaO の 
含量 に 比 し て 含有 量 が 少な い 導 で は な いか と 考え る 。 モン モリ ロナ イト の mM, の 頂点 混 
度 は 概ね 650-720°C で あぁ る が , も し イラ イト を 含む 時 は 500-600°C に 弱い 吸熱 ピー ク 
が 現われ , ノン トロ ナイ ト の 場合 は , 450-500°C に 頂点 を みる 。 本 試料 で は この よう な 
BREAD RW, モン モリ ロナ イィ イト 以外 に か ゝ る 灯 二 鉱物 の 存在 は 認め 難い 。 ms が 出 


1) Hondrick, Jour. Am. Chem. Soc., 62, 457~1467, 1940. 
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現し た 後 , m4 が 出現 する 迄 に 

(1) 何等 の 変化 な く 直 ち に 直線 的 に 高い 発熱 ピー ク を 示す も の 

(2) 多 沙 の 勾配 を 示し つ > 現われ る る も る の 

と が ある 。 ; 

この 点 に 関し て Bradley や Grim) は 前 者 は スピ ネル を 形成 し , 後者 は ス ビ ネル の 生 
葉 前 に 石英 の 生成 が 行わ れる の に よる と 報告 し て いる 。 本 試料 が この 中 の いずれ で ある 
か は 余り 明らか で な い が , 実験 結果 で は 後者 に 類似 し て いる 。 

以上 の 点 か ら 本 岩石 中 に ある 主要 の 粘土 鉄 物 は モン モリ ロナ イト で ある こと が BAS 
れる 。 iM 350°C AIEIA DHRU — 7H KRHA IL SW~OCHAI© 


4h HK 
粘土 鉱物 の 中 に は 溶質 の 中 で ょ よく 吸水 し て 膨 澤 (swelling) する も の と し て モン モリ ロ 
ナイ ィ イト が 知ら れ て いる 。 モン モリ ロナ イト で も Na 系 モン モリ ロナ イト は Ca 系 モン モ 
VOF 4b} X0—-BWBL, ある も の は 原 体積 の 8-10 倍 に 達する も の が ある 。 こ れ は モ そ 
ン モ リロ ナイ ト と 水 と が 特別 の 強い 親和 力 に よ つ て 結合 する 落 で , 換言 する と 水 と 落 媒 結 
合 す る 状態 を 示す も の で ある 。 こ れ ら の 現象 を X 線 で 解析 する と , モン モリ ロナ イト の 
結 品 構造 中 の 周期 に 閉 し い 変 化 が あり , 特に (001) は 頭 著 で ある 。 


第 2 図 各種 落 液 に よる 吸収 量 
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@ 1/100N GR, © 1/10N ER, © 1/100N 硫酸 加 
H, @ 1/10N 硫酸 加里 , © Ak, © 海水 


1) Bradley, W.F. and Grim, R.E., Am. Min., 36, 182~201, 1951. 
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一 般 に モン モリ ロナ イィ イト の 膨潤 性 は 水 を 用 いて 論 ぜ られ て いる が , アル カリ 性 或いは 酸 
性 の 溶液 , 特に 同一 落 液 で も 異 つ た 濃度 の 下 で 行 つ た 研究 が 少な い の に 鑑み , 著者 は 次 の 
各種 溶液 を 用 い , 常温 常 で 測定 し て 第 2 図 の よう な 結果 を 得 た 。 

こ ゝ ^ に 吸水 量 の 測定 に は 喜多 村 式 吸水 測定 器 を 用 い , 外部 か ら の 温度 に よる 影 級 を 防ぐ 
AHF ROBO PCAN, 常時 同一 湿度 に し て 行なっ つた 。 

測定 器 は 径 2.5 cm 高 さ 4cm の 硬質 硝子 管 の 中 に ガラ ス フ ィ ル ター が 深 接 さき され, そ 
れ が 細い 硝子 管 で 0.01 cc 迄 読み うる ミク ロビ ュ レ ッ ト に 連結 する 。 ガ ラス フィ ルター の 
上 に 濾紙 (東洋 湊 紙 No.6) を お き , ちよ うど この 部 分 が 完全 に 飽和 する と ころ 笑 深 液 を 
注入 する 。 症 し て 濾紙 上 の 試料 (本 実験 で は 0.1 g) の 水分 吸収 の 度合 を 所 定 の 時 間 に ミ 
YAN WF "Cotto 

図表 で 明らか な よう に 水 を 用 いた 場合 は , 3-4 時 間 で 4.5-4.7 cc ok LIBHBE WAI 
増大 する が , FORMERVBE <>, 48 時 間 で 約 6.5 cc に すぎ な い 。 こ れ に 反し て 
夏 酸 次 液 で は 1/10N 双 は 1/100N いずれ に お いて る も 吸水 量 は 加速 的 に 増加 し , 例え ば 
48 時 間 後 1/100N 溶液 は 9.5 cc, 1/10N BYE Bcc と な る 。 従 つて いずれ の 時 も よ 
(ABS 3. 

海水 及び 硫酸 加里 1/10N 落 液 は 上 述 の よう な 吸水 量 は みなみ られ ず 、 そ の 増加 は 極め て 緩 
慢 で ぁ る 。 

CDE 5 AROS CBE OMBIC LOT 吸水 量 に 著しい 相違 の あぁ る 原因 に 関し て 
は 種々 考察 され る が , 主 な る 点 は 塩基 の 置換 (base exchange) に よる も の と 思う 3。 

ィ オ ン の 種類 に よ つ て 思 換 し 易い も の と し 難い る の と が あり , 一 般 に Lit+ <Nat<Ht 

<K*¥<Mgtt <Ca*+ の 順 が 認め られ て いる 。 2 価 の 陽 イ オン は 1 価 の 陽 イ オン より 概 し 
て 侵入 能 が 強く , 粘 十 鉄 物 に よく 吸着 され る 。 こ れ ら の こと は モン モリ ロナ イト の 塩基 置 
換 量 が 60-100 me/100 g に 対し , カオ リナ イト の それ は 8-15 me/100g THER CH 
ら か で あろ 3 う 3 。 

Foster) は 膨潤 度 と 交換 容量 に つい て (Mg+Fe) の 量 が 多く な る 程 膨 澤 度 は 低下 する 
傾向 が ある と 報告 し て いる 。 西 し て Fe で も Fe?+ と Fe3f の うち , 影響 の 多い の は い 
ずれ で あぁ あぁ ある か に 関し Na-Wyoming ペン トナ イト を 用 いて 研究 し た 結果 , Fe*+ が 酸化 
し て Fe3+ に な る に つれ 膨潤 度 の 増加 を みる こと を 指摘 し て いる 

夏 酸 次 液 を 用 う 時 の 吸収 量 が 最も 大 きい 理由 は , DS NE 
る こと と , FEEHD Ca が 酸化 物 と し て 除去 され る に 因 る も の と 考え る 。 


5. X 線 回 tt 線 


モン モリ ロナ イト 族 粘土 鉄 物 に は 6 本 の 特長 の 回 折線 が ある が , WHINY ARES, BL 
中 Na 系 の も の は Ca 系 より 不鮮明 で ある 。(001) に よる 線 は 信 有 する 水分 の 量 に よ つ 
て 20-9.6 A の 間 で 変化 する 。 

本 試料 の 回 折線 を みる と 2.74A, 2.97A, 5.12A と 16.666 A は いずれ も モン モリ ロ 
ナイ ト の 線 で 外 に クリ スト バラ イト と 考え られ る 3.16A, 3.94A, 3.98A が あり, 3.20A 
(モン モリ ロナ イト と の 共 線 で あろ う 0 


1) Foster, M.D.: Am. Min., 38, 994~1006, 1953. 
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この 外 終 長石 と 考え られ る も の に 299A が ある 。 二 試 料 を エチ レン グリ コー ル で 処理 
し た 場合 の 回 折線 は 表示 の 如く で 出現 位置 に 多少 の 変化 が み ら れ る 。 

クリ スト バラ イト の 線 は 横 ら く 違 白石 (opal) に 因 る も の と 思う 。 も し クリ スト バラ フイ 
ト が モン モリ ロナ イィ イト} 中 に 混入 し て いる 時 は , 4.00 A-4.33A 付近 の 線 に よ つ て その 存在 
を 知り うる 。 Glasser は モン モリ ロナ イト の 特長 を 示す 線 は Al な どの イィ オン 80% を 
次 出す る まで 消失 し な いと 考え て いる 。 


第 2 # 
で ーー の Se eS eee 
| 2 
原 Sh ェ チ レン グリ コー ル 処 理 に よる 
d I d I 
16.66A | w 
| 9.01 m * 
9.11 | m-w ace Riese 
8.12 | w 4.69 w 
3.98 s 4.00 vs 
3.94 s | | 
3.42 w 3.43 | m-w 
A ) Ss 3.19 | tS 
3.16 M-w 
2.99 m 2.98 | s 
2.97 m | 
2.80 w Wes | w 
2.74 w | 2.80 w 
2.38 Ww | 


6. 電 FR th K 


試料 を 蒸溜 水 と を ェ チ レン グリ コー ル で 処理 し て その 結果 に つい て 検討 し た 。 モン モリ 

ロナ イト は 一 般 に 不定 形 の 板 状 を 示す が , 蒸溜 水 処 理 の 試料 で は その 外縁 が 直線 的 で 惑 ら 
く 結晶 性 の 高い も の と 推察 され る 。 し か し ェ エチ レン グリ コー ル で 処理 する と 直線 的 外縁 
PE OPEOADO EAMG ERTIES CNRS MAES 変化 に よる も の で あ 
ろう 。 モ ン そ モリ ロナ イト の 外 に ハロ イサ イト の 存在 も 認め 得る 。 


7. 結 論 
1. 八尾 町 の 緑色 凝灰岩 中 の 主 な 粘土 合 物 は DTA 曲線 , X 線 回 折線 及び 電子 頭 徴 氏 
に よる 研究 結果 か ら , モン モリ ロナ イト で , この 外 上 少量 の ハロ イサ イト と 松 白 石 を 含 な 。 
2. 膨 澤 性 は ベン トナ イト に 生 < 類 似 す る が その 値 は 小さ い 。 
_3. 各種 落 液 で 処理 し た も の の 吸水 量 を 比較 する と , 夏 酸 溶液 の も の が 最も 強く , 硫酸 
加里 落 液 処理 で は ある 時 間 後 は 余り 増加 し な い 。 
4. 塩基 の 置換 量 (AoAc 法 に よる ) は 60-80 me/100 g で あぁ る 。 
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日 高 国 幌 満 川中 流 の 黒雲 母 混成 内 に 伴う 
ノー ライ ト ・ ハ イ パ ラ イト 化 作用 (ID) 


Noritization and hyperitization accompanied with 
biotite migmatite, at the mid-stream of Horoman 
river in southern Hidaka metamorphic terrain (II) 


te Ff 32 (Hiroshi Asai) 


9. 黒 桂 母 一 石英 ノー ライ ト ・ 黒 要 母 ノー ライ ト 8 の 岩石 の 内 側 で MRIS ABS 
の 10, 11 の 岩石 の すぐ 周り に ある 岩石 で ある 。 (第 2 図り の 2 の F,, F。), AKG 
(70.396), SIAR (15.896), 石英 (9.2%), BSA (2.09), フェ ライ ィ イト (2.7%) と 
な つて いる 。 8 の 岩石 に 近い 部 分 は , SARA (47.696), AEA (36.596), BEA (8.5 
%), フェ ライ ト (7.4%) と な つて いる 。 ノー ライ ト に よく 観察 され る 稚 長 石 の 長 , 短 辺 
の 比 が 小さ く 短 い 短 形状 の 形 を と り , その 間 を 他 の 鉱物 が 埋め て いる 。 AREA : BLS 
新鮮 化し て 均質 と な る 。 BRAD b 軸 を ふく む 面 また は これ に 近い 面 で 斜 長 石 が 切断 さ 
れ , 短い 短 形 状 の 形 を と る 。 こ の 切断 面 は 複雑 な 小曲 面 の 集合 で ある 。 ARAD (010) 
を 投影 する と 面 の 向き が 比較 的 分 散 し て いる の で 切断 され た 面 は 岩石 内 部 で は 任意 の 向 
き を も つて いる こと を 示し , 短い 短 形 状 の 斜 長 石 の 形成 は この 岩石 内 に 比較 的 多 方 面 に 小 
切断 面 が 具体 的 に お こつ た も の と 考え られ る 。 この よう な 和合 長 石 が 切断 され て ゆく よう な 
運動 は 周囲 の 片 麻 状 構造 を 形成 する 岩石 の うけ た 運動 に 伴わ れ て いる 。 第 3 Ml に 黒雲 母 
一 石英 ノー ライ ト の 有余 長 石 が 切 断 され て 短い 短 形 状 の 斜 長 石 を 形成 する メカ ニ = ズム の 一 
端 を 示し た 。 アル バイ ト 双 品 が 斜 長石 の 一 つの 部 分 で 共通 し , 一 方 他 の 部 分 で 切断 され て 
2 ヶ の 和久 長 石 と し て 成長 する 。 切断 され て 徐 長 石 を と りか こむ 面 は 不 規則 な 小 破 面 で 衝 長 
石 の 切断 され た 一 方 は 他方 に 乗り あげ て いる こと が 明暗 に 観察 され る の で ある 。 叉 第 3 図 
2 に 石英 中 に BAR ARAM 不 規則 な 小 破 面 で か やこ まれ て いる も の を 示し た 。 Ang, 
Any, Amys, ADs, ADsg を 示し MARRO7T72 71} FMRLTS. AHR B 
卓 淡 緑色 角 関 石 , ROR LBEREdACLU. MAMA : " 自 形 で 黒雲 母 , フェ ライ ト の 粒 
PeEReAsa to MX Y, 2 HRE, MH. (—)2V--54°, 62°, ny-1.710, Re 
RB, BUT 271A PRBARBSNTCWHzx LIMB DUCA D MAO EK BERATEEL TT 
いた こと を 示し て いる - (第 3 図 の 3)。 石英 : 多く ぐ く は プー ル 状 に な る 。 BEE > 粒状 化 
し て 部 分 的 に フェ ライ ト を 残し 稚 長 石 , 斜 方 交 石 に 包 有 され る 。Y…1.630。 フェラ イト 
鱗片 状 を 示し , 黒雲 母 の 消 散 の 際 に 残し た も の で ある 。 

10. BR -BES-SRARDBGR 黒雲 母 一 石英 ノー ライ ト に 包 有 され る 細 欄 語 
RECHS. SAG (47.6%), BEA (36.6%), REM (8.576), eM (1.1 


9 


%), フェ ライ トト} (6.2%) EROTWBo FIRRVY 7 = VADHHEE OOTWS (第 2 


1) #2: Bor, 44, 83~89, 1960. 
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第 3 図 @ a Kk WO 性 状 


PL AA, QA, OR $A, RPY Apia, Bl, SER Ree 


R Bly BARUSEIMERR, BAM... APES, AMI-AWEG, at 
FRB EY TIT AV TY ク 構 造 を つく る 淡色 角 関 石 , GBAM.… 緑 福 色 角 関 石 , 
YAM BREREAR A, MPY: RNG, BRA AD An 成分 7 (1), 
(2), (3) RRB -F 7b, (4), (5), (6)… 早雲 坪 一 石英 ノー ライ 
DOG E (MEET R-RELARAN EE, (7), (8), (9), (10) 
HERI —-74b>RUZOMGRA (APR RRL ADMANEEE, 
(11), (12), (13) … 全 石英 一 緑 神 色 角 関 石 一 斜 長石 片 床 岩 , (16), (17) SH 
石 一 褐色 角 関 石 角 図 岩 , (18).… ARERR N 4 085 4} DALE (ADEE IR 
—HAWA-ARARE Ra), BRB N47 4}, (19) BBA 
パラ イト , (20), (21), (22) BREN 485 4) DASE (MRE IRS 
FViG-ARARESS 7 
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図 の 2 の GG)。 Site : 不定 形 で 黒雲 母 と 連 品 を 示す 。 BREED (001) L-NAME 
の (100) と が 垂直 の 関係 に ある (第 3 図 の 4) 。 ま た 粒状 化 黒 繧 土 を 包み こむ 。 MAM 
Aik, 黒雲 母 が 消 散 し て 形成 され た も の で ある 。 信 方 輝石 と 黒雲 母 の 連 品 は 黒雲 母 か ら 斜 
方 交 石 に 変る 際 に 黒雲 母 が 再 結 品 し た も の と 考え られ る 。 HMA X- O> 濃い 黄色 , 
\ 全 る … 淡 黄色 また は 濃い 黄色 , FE CEB. (—) 2V--52°, 54°, 60°, n。… 
1.7121.693。 SR > Anys, Ansy, An。。 を 示す 。 多量 の 細 粒 また は いる も 虫 状 の 淡紅 
色 , また は RPE (XX RA, 非常 に うす い 紅 色 , STOMA, 235 
い 紅 色 , また は うす い 緑 色 , CAZ---10°~138°) - 示 で き て 舎 長石 の コロ ー デ ッ } REO 
C2COS (B3MDS). ER7=7 71) BBGEOMEEBALTHS. LOLI 
性 状 は ARAD SSBC Foc 黒雲 母 が 存在 し 粒状 化し て 黒雲 母 , フェ ライ ト が 残 
YD» 他 の 部 分 は 小型 の いも 下 状 淡紅 色 ま た は 淡 緑 色 角 図 石 が 和 斜 長 石 と の 交互 作用 の 結果 形 
成せ られ た も の で ある 。 所 調 ケ レフ ァ イト 角 隊 石 形成 の 一 つの メカ ニ = ズム を 未 し て いる 。 
この 際 に 黒雲 母 は いち じ る し く 消 散 す る 令 向 に ある 。 黒雲 母 : いずれ る も 粒状 化し 他 の 仮 
物 に 包み こま れ て いる 。 そ の 性 状 は 上 に 記し た 。 交 … 黄 色 , 乙 二 マ Y… チ ョ コレ ー ト 福 色 。, 
Y---1.625~1.630. EAR : ADMRROMMCCE CWS. 更に 補色 角 尊 石 の 内 部 
に は 粒状 化し た 黒雲 母 を 包 有 し て いる (第 3 図 の 5)。 周り の 紹 方 交 石 も 同様 に 粒状 化し 
た 黒雲 母 を も つて いる 。 こ の よう な 事実 は いづ れる も 福 色 角 関 石 , 斜 方 交 石 の あぁ る 部 分 は 黒 
BROREL TRILL ERL TOS. LEMO CREAM, SAME VICBEEO 
消 散 に よ つ て 形成 され た も の で ある 0 補色 角 阿 石 が 出来 る か 和食 方 交 石 が で きる か は それ ぞ 
れ 条 件 の 異同 に よる も の と 療 え られ る 。 福 色 角 関 石 が 和 斜 方 交 石 に 変化 し た 証拠 に 逐 し い 。 
フェ ライ ト : いづ れる も 鱗片 状 で 上 記 の 講 鉄 物 に 包 有 され る 。 黒雲 母 の 消 散 の 際 に 残し た 
も の で ある 。 

11. FR-BSES -AABAARAB 黒雲 母 ノ ー ラ イト 中 に 包 有 され (第 2 図 の 2 
OH) て いる 。 黒 雲母 の 班 状 変 品 が 目立つ て いる 。 片 状 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス の 構造 を 示 
し また 部 分 的 に 佳 長 石 の ダク チリ テッ 2 ク 構造 を 示し て いる 。 MARA (43.59), ATH 
(27.796), HAZERE (21.496), 繊維 状 角 図 石 (4.696), フェ ライ ト (2.826) より 成る 。 
SER : 10 の 岩石 の 斜 長石 と 同様 に 倖 長 石 の コロ ー デ ッ ト 構 造 を 示す 部 分 が ある 。 斜 
長石 の 内 部 に は 細 灯 又 は ひる も 状 の 細管 淡紅 色 双 は 淡 緑 色 角 図 石 が で き て お り ま た , フェ ラ 
イト を を 包 有 し て いる 。 Ans, Angg, Anys, Ans2, An;e An;s を 示し て いる 。 新鮮 化 
し て 比較 的 塩基 性 の 和 斜 長 石 を 形成 する 。 斜 長 石 の この よう な 構造 騙 は 性 状 は 明らか に 黒雲 
母 の 消 散 する 際 に 伴わ れる 現象 で ある 。 こ の こと は 10 の 岩石 に つい て 詳細 に 述べ た 。 和 斜 
FE : 鼻 状 構造 を 呈し て 斜 長石 を 包み こむ も の (第 3 図 の 7), REROPRAMO— 
部 が 尊 状 化し て 舎 方 石 を 形成 する も の (第 3 図 の 8) RUBLAOPERA t AEG 
と が 連 品 を 示す る も の と が あぁ ある (第 3 図 の 4 )。 前 者 の 飾 状 構造 を 示し て いる も の は , BER 
変 品 の 大 形 の 黒雲 母 が 形成 され 黒雲 母 が 消 散 し て 舎 方 灯 石 を 形成 し た も の で ある 。 包み こ 
まれ て いる 和 祭 長石 は 比較 的 前 期 の 余 長 石 で ある る 。 こ の よう な 和 飾 状 構造 は 混成 岩 類 の 包 有 有理 
の 周辺 部 に よく その 前 駆 的 構造 を 作る こと が ある こと を 示し た リ 。 こ の 餅 状 構造 は 明瞭 に 
初期 の 変成 岩 か ら 由 来 し た 構造 で ある 。 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス が 包 有 岩 と な る 過程 で 包 有 有 


1) BHA : Bg AIH, 1959. 
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岩 の 周 辺 部 に KPOREROMRERD CK MRALASLA 黒雲 母 の 飾 状 構造 を つく 
Y, ZORRBEDPER FAR CREAM L CATA GRRE TE 7S 
DCHSo RGINO 7 ALE HREOR DAD PICARD CAS FS 
BEBO AMOMRO ORLA BIER TOS. PHOMAM BIL, REERERKA 
LOEMRT SIE ERLCTOS. BHONAMALBELO (001) LAA (100) 
PREBOMRICHS. LDLIRBMLCAARAL RESOERKOM TS 10 D845 
CEL CRA DER ULRAAAIL, いづ れる ゃ も 黒 雲母 の 粒状 化し た 徴 品 を その 内 部 
IL} DTW CAA ADEE L TOSI OCRERBOEEL Tre TE IK FARE 
ある 。 HHRAOCREICBREMILARKBLORVO CaM. HAMA XN vEL 
ん ど 無 色 , DIS, Y… ほ と ん ど 無 色 ま た は 淡 黄 色 , 2 PoE, (一 ) 2V- 
50°, 55°, 60°, n。…1.690 ~1.710。 BBE: HERE ATHE SHERANAICAA 
SH CRRIL L ARO RB ABOMRERREEADS (第 3 図 8,。 9, 10). 前 
ENVIS, SHEIRSEYR EO 4 OCHAREL 7S DCH So BRAD MNICAD 
By MHERISBI EOL OTS. AHHPORER 10 の 岩石 より も その 消 散 する 度 こ 
合 が 少 い 。 叉 包 有 する ノー ライ ィ イト る も 黒雲 母 が 多く その 消 散 の 度合 が 少 い 。※… 淡 黄色 , Y 
= る … 赤 褐色, Y…1.630。 SHERI > 黒雲 母 と フェ ライ ト を その 内 部 に 包 有 し て い 
Do 叉 同様 な 性 状 で 和 倖 方 煙 石 の 周辺 部 を と り ま いて いる (第 3 図 の 10)。 BS ks AE 
呈 し 明瞭 に 黒雲 母 ホル ン フ ェ ル ス 構 造 に 斑 状 変 唱 黒雲 生 が 生長 し , それ が 消 散 し て フェ 
ライ ト を 排出 し て 繊維 状 角 関 石 に な つた も の で ある こと を 未 し て いる 。X… 淡 黄色 , マー 
we, ZB ZuRe. (+) 2V--60°, 72°, n,---1.665, cAZ--18° RI. 725 
Ab : いづ れる も 黒雲 母 の 消 散 の 際 形 成せ られ た も の で , 鱗片 状 ま た は プー ル 状 に な つて 
いる 。 

[Il] 混成 内 類 の 上 盤 に ある 典 石 
含 石 英 一 黒 雲母 一 緑 褐色 角 関 石 一 和 斜 長石 片 麻 岩 , 斜 長石 一 褐色 角 関 石 角 関 岩 が 分 布 す る 。 
1. 含 石英 一 黒土 母 一 緑 福 色 角 関 石 一 斜 長石 片 麻 國 ARG (48.7%), Ree 
(30.796), FASERE (14.496), フェ ライ ィ イト (5.6%), 石英 (0.69%) より 成る 。 MRO 
DiS aa CON D a EARL TOS 片 麻 状 構造 を 示す 。 又 同質 の や ゝ HELO RV IT 
状 一 斜 長石 一 緑 福 色 角 了 関 石 角 図 岩 の 細 灯 岩 を パッ チ 状 に 包 有 する 。 SARA : いち じ る し 
く 旋 濁し 更に 新鮮 化し た 現象 を 認め る こと が 出来 る 。 = OV BORE RU HRALO EE Ic 
KOCH ALLOA CIEE 7 SAINT HSA. 又 一 般 に 酸性 の 剣 長 石 が 周辺 部 に ある 
傾向 が ある この MRMEDOAS AB Ele DYRIRL T 新鮮 化し て 塩基 性 の 倍 長 石 に な る (LDS 
ある 。 この よう な 事 は 別 な 部 分 か らち の 何ら か の 影響 に よ つ て 酸性 僚 長 石 が 形成 され た る も る の 
で は な く 本 岩 の 本 質 的 な 斜 長 石 の 性 状 で ある と 考え られ る 。 Ags, Ang, Angs, Anag, 
ANngg, Ago, Any, An4s, Anso, Ansg を 示す (第 3 図 の 11\。 緑 褐色 角 関 石 : その 内 
核 に 黒雲 母 及び フェライト を 包み こむ (第 3 図 の 12) 。 緑 褐色 角 関 石 の ある 部 分 は , HH 
典 に か つて 黒 圭 母 が 存在 し て いた こと を 示し て いる 。 XN YORE, Y… 淡 褐色 , Zee 
#4, CAZ--16°, (—) 2V---56°, 60°, ny-1.657~1.666, BES : Waltz. 57 
b を 残し 粒状 化す る 。 RH CEREAL ROTM LT 72 FKP RRL 
いる (第 3 図 の 13)。 XX.… 淡 黄色 , Y=Z- cB, 71.630, 石英 : MOBO hE 
FRET So フェラ イト : 役 唱 で 黒雲 母 の 消 散 する 際 残 習 し た も の で ある 。 
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2. FRA-BEAMARRIS 福 色 角 図 石 (58.2%), SEE (39.4%), フェ ライ ト 
(2.4%) より 成り ネ マ トブ ラス テッ ク 構 造 を 示し て いる 。 BEAM : X-yeSe, 
Y2eZ.-fa コレ ー ト 福 色 , (一 ) 2V---72°, CAZ--17°, n。…1.666, を その 内 部 に フェ 
ライ ト を 有 有 し て いて 黒 圭 母 の 消 散 し て フェ ライ ト を 残し た こと を 示し て いる (第 3 MO 
14)。 SHEA : Ang, Ans, Ams, An4, ANgo, Anys, Ang, AT 56, seg, Anso, 
Ang: を 示し , 八 長 石 が 一 度 汚染 し 更に 新鮮 化し た 部 分 が 塩基 性 の 斜 長石 に な る 。 成分 の 
分 布 は 不 規則 で ある (第 3 図 の 15)。 フェ ライ ト : 散 点 する 。 そ の 性 状 は 前 に 示し た 護 
岩石 と 余り 変化 が な い 。 いずれ る も 黒雲 母 の 消 散 の 際 に 排出 し て 残留 し た も の で ある 。 

(Il) ERSSOTROBE 

REBERAOTECSSeaoli, 含 草 青 石 一 黒雲 母 混 成 岩 で この 岩石 に 接し て , その 
PH Ric 30m~50m の 巾 で 黒雲 母 ヘ イバラ イト が あり 多数 の 細 粒 包 有 岩 を も つて いる 
(第 2 図 及 び 第 3 図 の 18)o PIC COREBER 171} OF RANE Beas 
Het, 黒雲 母 ヘ へ イペ パラ イト に 接し て 黒雲 母 一 斜 長石 一 褐色 角 関 石 角 関 岸 と な つて いる 。 
ARAMA ats 片 理 に 沿う か 又は RAIA AIRBASE BIRR Lit プー ル 
状 岩 石 が で き て いる 。 

1. 黒土 母 ハ イ パ ラ イト ARA (50.8%), MARE (26.6%), BHGKE (9.996), 
黒雲 母 (6.89), フェ ライ ト (3.5%), 福 色 角 関 石 (2.496) より 成る 。 vo FIR ICAL 
DF R-ADRA-ARAREZIAtBSTS (第 3 図 の 18) 。 ノ ー ラ イト 構造 を 示す 。 
ARA : AIA AIK, Ang, ANgg, Ang, CAH i 72 BAG VE, Anss, Any, Anke, 
を 示す 。 い づれ る も 黒雲 母 の 粒状 体 と フェ ライ ト EMSTS. BER-BRI-F1>- 
雲母 ノー ライ ト の 部 で 述べ た 如く 和 斜 長石 の b 軸 を 含む 面 双 は これ に 近い 面 で われ て 長 辺 
と 短 辺 と の 比 が 小さ ト い ず ん ぐり し た 終 長 石 を 形成 する 。 その 形成 機構 を 既 ば 述 し た の で こ ・ ゝ > 
で は 述べ な い (黒雲 母 一 石英 ノー ライ ト }, 黒雲 母 ノ ー ラ イト の 記述 を 参照 )。 いち じ る し 
く 新 鮮 化し て 稚 長 石 が 均質 に な つて いる 。 MAME > AMO, 褐色 角 関 石 , 8 
雲母 の 粒状 体 ,) フェ ライ ト を 包み こみ , ABOV ACY) UPBEAL RIEL OL OT 
いる 。 KVR, Vo PRG, ZR, c 人 2Z…43°, (+) 2V.…48°, 58°, 60°, n, 
1.785, この よう な 事実 か ら ADHEO 生成 後 品 出し た も の で ある こと は AR CHS 
(第 3 図 の 19)。 更に 黒雲 母 の 粒状 体 及 びそ れ の 残し た ブ ェ ライ ト が 単 斜 煙 石 の 内 部 に 存 
在 す る こと か ら 単 斜 糞 石 の 位置 に 黒雲 母 の 存在 し て いた こと は 明らか で ある 。 包 有 され た 
SIF EBD MARA ICAM L7 ) DEIBA LNW o HRC BE Rem & A HI 3 Ae 
UE TRIFOAIEIZ EO TMA FEU DD CHS. CREA Aa & MSG & 
生じ た も の と る も 考え られ な い 。 BEAM AILS PICRER A 6AM Le CEB WOTH 
る の で この 岩石 の 形成 機構 は 複雑 な も の と いわ ざる を 得 な い 。 すなわち 黒雲 母 の 存在 下 に 
SAA, aE ARBAB & DRE BCMA BORbMDOLRA ENS. AG 
He: REVERT SMA OT CPMMD > 1257 4 b SRR MS (Do FIR 
構造 を 呈す る も の , FIROMAMBOPICAALENS DO (第 3 図 の 19) が あり , B 
雲母 , 褐色 角 関 石 , フェ ライ ト を 包 有 する 。 交 … 淡 黄色 , Y=Z BH, (一 )2V.…52?, 
70°, n。…1.710~1.695。 黒 雲母 : 単 斜 交 石 , 八方 煙 石 , 褐色 角 図 石 に 包 有 され て いる 
も の が 多い 。 RSAVG LTS OORDSo 前 者 は それ ぞ れ 包 有 し て いる 造 岩 久 物 を 
形成 し 消 散 し た 残 品 で あり , 後者 は 斜 方 交 石 の 形成 の 際 の 再 結 晶 黒雲 母 で ある 。 し た が つ 
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CON} OBESE BACH), し か る も 再 結晶 の 結果 形成 され た も の で あぁ る 。 X TE 
fi, Y=.… 赤 褐色 , …1.632。 フェ ライ ィ イト : いづ れる も 鱗片 状 で 黒雲 母 の 消 散 し た 事 を 
示し て いる 。 

2. BR-SAHE ARAB SRE 10 BARK パッ チ 状 に な つて 存在 し て いる 
(第 3 図 の 18)。 その 片 理 の 方 向 は 不 規則 で ある 。 黒 雲母 (54.6%), BRA (22.876), 
SIFGWEA (12.196), 福 色 角 関 石 (8.596), フェ ライ ト (2.0%) と な つて いる 。 REE = 
SAE CHEATS. BERK CMAMASERS NS. この 際 多 量 の フェ ライ ト 
FEM TZ. SMALE HALA 単独 の 黒雲 母 も る 消 表し て フェ ライ ト を 残す AMOS 
る (第 3 図 の 20, 21). MRA : Angs, Ang, Any, Any, An4s を 示し て いる 。 洗 
光 し て いる も の が 多く , その 内 部 に 尊 状 化し た 黒雲 母 か 或 は その 残留 結 品 の フェ ライ ト を 
包 有 し て いる 。 Spa : 黒 圭 母 が 消 蔽 し て 形成 され た も の で あぁ る 。 ま た 黒雲 母 と 軍 品 
one 褐色 角 関 石 を 包 有 有する が 更に この 福 色 角 関 石 の 内 部 に 黒雲 母 の 粒状 体 を 残し て い 

る (第 3 図 の 22)。 福 色 角 阿 石 が 谷 方 煙 石 に な つた 性 状 は 伺い 得 な い 。 黒 雲母 の 消 散 に 
よっ つて 先 に ERIE aH Llc 黒雲 母 の 消 散 に よ ょ つて 舎 方 交 石 が 生成 すら れ た も の 
で あぁ る 。 交 … 無 色 叉 は 淡 灰 色 , マ Y… 淡 灰色 叉 は 灰 黄 色 , ZY, (--) 2V.--50°, np 
…1.698。 福 色 角 関 石 : 前 述 の 如く 久 方 交 石 に 包 有 され る か 或 は 単独 に 存在 する 。 tah 
角 阿 石 の 内 部 に 更に 粒状 化 黒 雲 坪 を 包み こん で いる > 福 色 角 隊 石 の 形成 に は 黒雲 母 が その 
場 に あぁ つて 消 散 し て 形成 され た も の で ある こと を 示し て いる 。 X VHB, Y… 淡 福 色 叉 
eats, Zoe, (=) 2V-60° 72 SS no®-1.667, 7252} > BAR 
CRESOWMRAL?: TL を 未 し て いる 。 

3. BEh -ARA-BEBHASMS 。 前記 の 黒雲 坪 ハ へ イペ パラ イト の 下 上 盤 に ある 岩 
石 で ある 。 黒雲 母 ヘ へ イペ パラ イト より は な れる と 黒雲 母 が 消失 し て 有 谷 長石 一 褐色 角 阿 石 角 阿 
岩 と な る 。 EAA (55.19%), HRA (39.2%), フェ ライ ィ イト (3.69%), Bee (2.1 
%) と な つて いる 。 黒雲 母 ヘ へ イペ パラ イト と の 関係 は 既 述 し た 。 MEANA : 六 … や ゝ > 濃 
WIKRE, Y- KB, Zee, (-) 2V 65°, 78°, n。…1.657~1.666。 HK 
の 場合 に BEEORAME Leith 及び これ が 残し た フェ ライ ト を その 内 部 に も つて いる 
(第 3 図 の 16)。 AA: Ang, Anss, Argo, Ans5o, An。。 を 示す 。 MRIEL CH 
的 塩基 性 の 倍 長 石 を 形成 する (第 3 図 の 17)。 フェラ イト : 鱗片 状 で 黒雲 坪 の 消 散 し た 
こと を 示し て いる 。 BES > Bi CX RRR, Y= る … 赤 補色 , Y…1.620。 こ の 黒雲 
母 が あと か ら 黒 雲母 化 作 用 を 別 の 岩 体 か ら 受 けた と いう 証拠 は 逐 し く , 黒雲 母 の 存在 は , 
岩石 に 黒雲 母 が 褐色 角 関 石 に 変化 する 変成 作用 が 抑制 され て いる も の と 考え られ る 。 


5. #8 括 

以上 に 詳 述 し た 事実 か ら 次 の 事 を 明瞭 に 述べ る こと が 出来 る 。 

本 地域 に は 比較 的 低 角度 の 片 理 を も つた 混成 岩 類 , 舎 長石 福 色 角 関 石 角 関 央 等 が あり , 
黒雲 母 混成 岩 類 が 明暗 に 角 隊 岩 に は さま つた 如き 産 状 を 示し て いる 。 CHE O#RBORS 
の 方 向 は 日 高 変成 帯 の 一 般 的 な 片 理 の 方 向 と 録 交 し , 更に 部 分 的 に こ ゝ の 黒雲 坪 温 成 岩 類 
は , 南北 性 の 片 理 を 示す 運動 を うけ て いる 。 

混成 岩 類 中 に は , "黒雲 母 一 石英 ノー ライ ィ イト, 黒雲 母 フ ノー ライ ト } が 形成 され る 。 こ の ノー 
ライ ト 類 の すぐ 周り の 岩石 は HbR 含 石 英 一 黒 雲母 一 斜 方 交 石 一 繊維 状 角 関 石 固 緑 岩 と 
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な つて いて , 更に この 岩石 は トー ナル 岩 損 混成 岩 に と り ま か れ て いる 。 ト ーー チ ナル 岩 質 混成 
ald, 黒雲 母 混成 岩 と 同時 期 に 黒雲 母 混成 岩 質 岩 石 か ら そ の 此 側 に 形成 せら れ た 。 BE 
ERA D TRAN, 黒雲 生 ヘ イペ パラ イト が で き て いる 。 こ れ ら の 黒雲 母 一 石英 ノーラ 

A>, 黒雲 母 ノ ー ラ イト 及び 黒雲 三 ハ へ イ パラ イト は いづ れる も る 片 状 一 黒雲 評 ホ ルン フェ ルス 
「 質 岩石 か ら 変 成 し た 特異 な 片 状 の 細 冬 岩 を 包 有 し て いる 。 これ ら の 講 岩 石 に つい て , いづ 
N<vBaRmMowA Aas, 黒雲 母 が 消 散 し て その 部 分 に 形成 され た 証拠 を よみ と る 
こと が 出来 る 。 一 方 , 黒雲 母 混成 岩 , トー ナル 岩 損 混成 岩 及 びそ の 包 相 岩 類 , 混成 岩 類 の 
LH, 下 盤 に ある 信長 石 一 褐色 角 陸 石 角 隊 岩 類 は , それ ぞ れ 程度 に 応じ て , 黒雲 母 の 消 散 
と それ に 伴 つ て 角 関 石 が 形成 され る 事実 を た し か め る こと が 出来 る 。 SEAT ORE 
に 伴 つ て 汚染 し , これ が 前 駆 的 な 現象 と な り ; 更に 斜 長 石 の 汚染 の 程度 及び 新鮮 化 の 程度 
に 応じ て 比較 的 塩基 性 の 和 倖 長 石 に 再 結 晶 す る 現象 を 認め る こと が 出来 る 。 混成 岩 類 の うち 
PHC dh SREPEM A, 比較 的 黒雲 母 の 消 散 する 条件 に 逐 し か つた 事 が わか る 。 そ し 
て 部 分 的 に 黒雲 母 が 消 散 し て 昔 青 石 が 形成 され て いる リリ 。 EMBO LABICS ¢ EMTS 
トー ナル 岩 折 混成 岩 中 の 黒雲 母 は , 不安 定 に な り 繊 維 状 角 阿 石 を 形成 する 。 混成 岩 類 の 上 
Be, 下 盤 に ある 冬 長 石 角 関 岩 は 上 盤 の それ は , FROZNLIY > BESS CBE 
関 石 を 形成 する 程度 が 大 きい 。 

黒 圭 母 一 右 英 ノー ラ ィ イト , BBE 71), 黒 圭 母 ヘイ パラ イト は , この よう な 一 般 
的 な 条件 下 で ノー ライ ト 類 は トー ナル 岩 質 混成 岩 中 に 比較 的 に 黒雲 母 が 多く 残さ れ て , し 
Dh BSE PHAABETELLCATZLIG 条件 に お か れ た 細 粒 な 片 状 岩 を 包 有 し 
て , これ を 前 駆 的 な 変成 作用 と し て , 黒雲 母 混成 岩 質 岩 石 か ら 形 成せ られ た 。 MBSE 
ィ パ ライ トド は , 同様 に 黒雲 母 混成 岩 の 下 此 で 比較 的 黒雲 母 を 多く 残し , し か も 黒雲 母 か ら 
斜 方 石 , 褐色 角 図 石 等 を 形成 する よう な 条件 を 示す 細 粒 な 片 状 岩 を 包 有 し て 黒雲 母 混成 
BREED bAAEA, MAE BAML, 変成 し て 形成 せら れ た 。 し か も これ ら の ノー 
ライ ト , ハイ パラ イト は , その 岩石 の うち 自体 で は 講 方 向 に 向き を も つ 小 平面 で 切断 され 
ろ る よう な 運動 を うけ て 特異 な ノー ライ ト , ハイ パラ イト に 見 られ る 央 成 岩 様 の 岩石 を 形成 
し た 。 こ の よう な MHDS > on A AMOR AR aoe MSR Ch 
Bo L+WeEOBKRL LHORAOIERE ERLADUTC, ノー ライ ト ハ イペ ライ ト が 
一 種 の 混成 岩 に 伴う 変成 作用 で 形成 され る も の で ある こと を 安全 に 述べ る こと が 出来 る 
で ぁ ろ う 。 この よう な こと は 別に 斑 炉 岩 此 が あぁ つて 何ら か の 広義 の 変成 作用 で 形成 され た 
も の と 考え る より は 事実 を よく 説明 し て いる 。 叉 この よう な 現象 は 混成 岩 類 に 伴わ れる 一 
種 の メタ ブラ ステ シス と いわ れる も の で あり , 叉 混成 岩 に 伴う 交 石 化 作 用 と いわ れる べき 
も の で ある 。 本 地区 以外 の 幌 滴 地 域 に お いて この よう な 現象 は し ば し ば 確認 され る 所 で あ 
So 日 高 変 成 薄 に お いて これ と 類似 の 現象 は 舟橋 三男 7 MEK POARLEMCHS. 
混成 岸 に 関連 し た これ と 似 た 講 岩 類 の 形成 に つい て 長谷 川 潔 , ORE, 鈴木 守 等 が が 
観察 し た 所 で ある 。 又 本 地区 の 他 の 一 部 の 閣 六 岩 質 岩 右 の 形成 に つい て BH” が 記述 し 
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た 。 一 方 吉沢 責 り や は 領家 帯 の ノー ライ ト の 特異 な 産 状 を 述べ それ が いち じ る し く エ マネ 
—yaYRAUTWZIL ERRLK. 7-974 FORRKOX Y— F® BAML. 7 
ー ト 3) SIDES RBRBORMOVOML AKOVTRATHO, LIVANT® WR 
EROS ACRE L CHORE ARE LER AMOR ANSZ—-—ODMERL KOM RK 
近 パ ラス 5) ¥ PRIA 6 OMRGOMMANSRBEANK TOS. 一 方 , AAA BAS 
に 包 有 され る 徴 唱 黒雲 年 を ェ エク ソリ ウツ ショ ン の 結果 生成 され た も の と し , この 種 の 岩石 の 
形成 機構 の 複雑 さ を 示 し て いる 。 


Elements of crystallography and mineralogy. By F. Alton Wade and 
R. B. Mattox. 本書 は 大 学 の 教科 書 と し て 編集 され た も の で , 次 の 10 BEY MS 
1. Introduction, 2. A review of the concept of matter, 3. The crystalline 
state, 4. The classification of crystals, 5. Crystal chemistry, 6. Physical 
properties, 7. Chemical properties, 8. Descriptive mineralogy, 9. Econo- 
mic mineralogy, 10. Genetic mineralogy. Mineral associations, 特に 4 と 8 に 
主力 が 注 が れ , 多数 の 図 を 用 いて 簡明 に 分 り 易 く 説 有明 され て いる の で , 学生 の 参 老 書 と し 
て る 適当 で ある 。 (AW 332 AW Harper & Brothers, N.Y., 1960 年 発行 $ 7.50) 

CK 森 〕 

Geology of the industrial rocks and minerals. By Robert L. Bates. 
本 書 は 筆者 が Ohio State Uni. CIPRRGKMOIS BHR & HSL 7s RICE WT 
書か れ た も の で あぁ あつ て, SU BLURS. HTRI BRM CLARA, 次 
いで 第 2 往 工 業 用 岩石 で , 火成岩 , 変成 岩 及 び 水 成 岩 を 4 章 に 分 け て 詳細 に 述べ , HSK 
工業 用 鉱物 で , KACO, 鉄 脈 鉄 物 と 交代 鉱物 , 変成 鉱物 , 水 成 鉱物 と 硫黄 , この 他 の エエ 
業 用 鉱物 を 5 章 に 分 け て 説明 し て いる 。 特に 記載 は 鳩 切 丁寧 で 多数 の 文献 が 引用 され て 
いる の で 重宝 で あぁ る 。 広 く 江 湖 に 薦め た い 。 (本 文 441 B Harper & Brothers, N. 
Y., 1960 年 発行 ) LA 森 ] 

北海 道 の 地 下 資 源 北海 道 開発 庁 編 本書 は 次 の 6 RICA CHANTS. 1. ME 
鉱床 概観 , 2. 開発 の 沿革 と 概況 , 3. 金属 資源 , 4. JERR. 5. BRE, 6. 将 
来 の 展望 と 問題 点 。 特に 3, 4, 5 の 3 章 に は 北海 道 地下 容 源 の 全貌 が 記さ れ , 附録 に 付 
せら れ た 地質 図 , 鉄 産 図 , 鉱 種別 生産 統計 等 と 共に 極め て 有益 で ある 。 (本文 , 附録 共 
172 貢 , 通商 産業 調査 会 昭 35 AEIEG, SEAT 1,000 円 ) (CK 森 
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鉱物 学 及び 結晶 学 


8327, シリ カ 同 型 の 高圧 領域 Dachille, 
BS ROY, RS 

SiO。 の 高圧 型 で ある coesite の 発見 
以来 , 種々 の 化合 物 の 高圧 型 の 研究 が な 
され つつ あぁ る 。 次 の 化合 物 (SiO2- 型 に ) 
NC, 6 万 バー ル , 6008C< ま で の 問 の 
P-T 転移 。 し ら べ た 。SiO。 SF, BeFz。, 
AIPO,, AlAsO,, AIVO,, MnAsO,, 
GaPO,, GaAsO, GaSbO, BPO,, 
BVO,, BAsO,, FePO,, FeAsO,, SiO, 
の 石英 型 は 500°C, 20,400 バー ル で 
cossite 型 (比重 d=2.93, a=c=2.16A 
b=12.39) に , BeF。 石英 型 は 500°C 
21,000 バー ル で coesite # (n=1.345, 
a=c=6.88A, b=11.92) に , BPO, 
は 46,000 バー ル の 圧力 下 で 低圧 型 の ク 
リス トバ ル 石 型 か ら 石 英 型 (d=3.05, 
€=1.647, w=1.639, a=4.470A c= 
9.926) に 転移 する 。 MnPO,, FePO,, 
GaPO,, AIPO,, は 約 450°, 55,000 >< 
ー ル で 石英 型 か ら 新 し い 型 (cossite Wt 
は な い , 詳細 化 報 ) に 変化 する 。AlAsO』 
GaAsO,』 は 実験 の T-P HRP Cise LW 
PBEBMIZE CA RM MBA, TVA 
b AVA 5 OH LW 高圧 型 は 生成 され 
Foto (Zeit. Krist., 111, 451~ 
491, 1959) CRA 


8328, Gonzen 鉱山 産 マ > ガン 鉱石 中 
の Wiserit, Sussexit “ Epprecht, 
W., Schaller, W.T., Vlisidis, A.C. 

AAAD Gonzen Ml PEOMHERGK 
物 塊 は 以前 Wiserit と 呼ば れ て いた が 再 
吟味 の 結果 , これ は Sussexit, Wiserit 
及び 鉱物 SX” の 混合 で ある こと が 明 ら 


ax 


か と な つた 4。 Susexit の 化学 式 は (Mn。,。 
Mg。.1) 耳 BO。 に 相当 し , 比重 3.30, 終 
方 品 系 に 属し do=10.68, 6。=12.74, cy 
=3.24kx で , 届 折 率 は @=—1.670, Y= 
1.73 で あぁ る 。 Wiserit は 前 者 と 同様 c 
軸 に 平行 な 繊維 状 を 呈 し , 化学 式 は 4 
[Mn,., (Mg, Ca). O] - B,O, -2H,0 
に 相当 し , 正方 人 晶 系 に 属し a= 14.27, 
= A A le One 
HA. “X’ は Wiserit & PReVCHEAL 
て お り , 同様 な Mn-Wiewit Bon, 単 
斜 品 系 に 属し (?) ao=11.55, 0。=3.4, 
co=8.18, B1095°% て a—1.690~1. 
710, Y=ca.1.76 で あぁ る 。 Wiserit の 化 
学 分 析 の 一 例 は , B,O, 17.58, MgO 2. 
79, FeO sp., MnO 63.13, CaO 3.23, 
H,0;+) 7.85, Cl 3.02, H,O;_) 0.35, 
R,O, 1.00, Unldsl 1.20, 合計 100.15 
CHB. (Schweiz. Min. Pet. Mitteil., 
39, 85~104, 1959) [長谷 川 1 


8329, New Mexico 産 の 満 俺 紅 柱 石 
Heinrich, E. Wm., Corey, A. F. 
New Mexico #}| Rio Arriba Coun- 
ty の Kiawa 山腹 に 露出 する Precam- 
brian の 娠 土質 球 岩 は 締 状 構造 が 発達 し , 
右 英 の 他 に BiG, REG, ARK, Al 
雲母 を 令 む 。 こ の 小粒 状 の 紅 柱 石 は 肉眼 
的 に は 緑 能 石 に 似 た 緑色 を 帯び , 光学 的 
性 質 は Xs CAIN SHR VY : BR, 
Z: BEts, «=1.649, B=1.654, y= 
1.662, 2V=(+) 65~70°, rev. XK R 
粉末 廻 折線 は White Mountain 産 の マ 
ング ン 紅 桂 右 の それ どど 一 致し てい る 9 
線 此 光 分 析 に よれ ば Mn 3.9, Fe 2.7, 
002 0 02 CunO.04, 
Ni/0:02M SnO003 Nb 0:01 Y 10:02 
96 で 7 Al。SiO。 yz Mn,O, 5.6, Fes 


$530 a BERD OR AB ws 


O; 3.0, TiO, 1.2% Aer kiceso 
この 紅 柱 石 の 特徴 ある 緑色 は Fe? と Mn? 
の 含有 に 由来 する も の で あろ う 。 AEA 
は 藍 唱 石 と 同時 に 生成 され た も の で , = 
れ は 紅 柱 石 中 に Fe3, Mn3 a APB 
安定 領域 が 拡がり , 藍 品 石 と の 共生 が 可 
能 に な つた も の と 思わ れる 。 原 岩 は Mn, 
Fe を 含ん だ カオ リン 質 砂 岩 で 7 中 程度 の 
JERVERA (kyanite-staurolite subfa- 
cies) HO *OCHS~ (Am. Min., 
44, 1261~1271, 1959) [長谷 川 〕 


8330, Dixeyite, 新しい 含水 斑 酸 アル 
ミニ ウム 鉱物 Marmo; V. 
西アフリカ Sierra Leone の Kanga- 
ri Hill の 角 関 岩 の matrix 中 に 無色 で 
等 方 性 を 示す 方 沸 石 様 の 潤 状 鉱物 が 石英 
と 共存 し て いる 。 化学 分 析 に 充分 な 量 の 
純粋 試料 は 得 ら れ な か つた が , CHBrs- 
C2H,;OH 重 液 で この ARGS BERNIE 
縮 し た も の (1) と , Bao faa (II) 
の 化学 分 析 か ら , この 伝 物 の 化学 成分 を 
BETS Lag Al,O,- (4~5)SiO,- (3~ 
4)H,O に 相当 し て いる 0 SiO, (1) 51. 
72, (11) 51.10,, TiO,0.55, 1.91, Al, 
O, 21.15, 13.94, Fe,0, 2.68, 8.31, 
IONS, VAI, WOON, Ost, 
MO LL Ca OE CA 
Na 0:34) 0152, KOO 0.32, 0:27, 
P,O, 0.45, 0.26, H,O,4) 10.26, 4.74, 
H,O;-) 5.03, 2.39, @#t 100.14, 99. 
959%6。 比 重 は 2.51~2.52, 屈折 率 は 1. 
5057 で ある 。※X 線 廻 折 チ ャ ー ト に よれ 
ば d=3.332, 3.09, 2.33 に 強い 線 が み 
られ る 。 本 鉄 物 の 名 称 は 最初 に 当地 域 を 
調査 し た F. Dixey 氏 に 因 ん だ も の で あ 
Ao (Schweiz. Min. Petr. Mitteil., 
39, 125~132, 1959) [長谷 川 ) 


8331, Perrierite の 結晶 構造 
Gottardi, G. 


Chevkinite と epidote itt AY 
性 を 解析 の 基礎 と し た 。 本 鉄 物 は Si,0, 
VRO CHER S 1S Y EERE SCTE 4 
ン に 依る 負荷 は 各 Si,0, FE 1 つ に 対し 4 
つづ つっ 数 えら れ , Si に は 直接 結び つか な 
い 酸 素 イ オン で 中 和 さ れる 。 即ち b 軸 に 
沿っ て 2 種類 の Ti-O 下 面 体 の 鎖 状 配列 
が あぁ つて これ 等 は 叉 (001) MwA 
を 形成 する 。 Ce 原子 及び Fe? 原子 は 
各々 10 個 及 び 6 個 の 酸素 原子 で 取り 囲 
まれ て いる 。 単位 格子 中 に は 2 個 の 化学 
式 が 含ま れる の で Nettuno # perrie- 
rite の 化学 組成 は 以上 の こと か ら 次 の 如 
くに 書か れる 。 (Ces。.31 Lay so Yors Th 
o.19 Cao.5s Nao.a1) (Fe?*.63 Cao.ga) (Ti 
Las Fe**o.19 Mgo.24 Fe?*o.95) Tig [Og | 
(Siy.g2Alp.og) Ogle RA これ か ら 計 算 さ れ 
る 比重 は G=4.77 CHSo iM, 1953 年 
に 本 邦 河 辺 村 で 発見 され た chevkinite 
は 実は perrierite で あぁ ろう と の 見 解 が 出 
され て いた が この 化学 組成 は 次 の 如く 書 
き 得 る も の で ある 。 (Cei.sa Lisi Yo.36 
Tho.os Cao.97) (Fe? *9.99 Mio 97) (Tip.zs 
Fe*to.19 Alios M8o.0¢ MMo.04) Tig [Oz | 
(Siz.g¢ Alois) On], (Am. Min., 45, 
1~14, 1960) CES) 
8332, 新 沸 石 鉱物 paulingite と こ 
れ に 共生 する erionite 及び 毛髪 状 黄 鉄 
# Kamb, W.B., Oke, W. C 

TAI P VINA FS FO el 
アリ ヴァ EXER aD WARIS Bh LO 
石 が 見 出さ れ paulingite と 命名 さ れ た 。 
これ は 等 軸 品 系 に 属し 完全 な 姜 形 12 面 
体 を 為 し , 透明 で ある 。 浸 液 法 に 依り 測 
定 し た 屈折 率 は 1p??? 三 1.4783 エ 0.001 で 
ある 。 叉 ※ 線 実験 を 行 ひ ワイ ゼン ベル グ 
及び プリ セッ ショ ン 写 真 に 依 つ て 単位 格 
FIER LAS ROAM ayp=—35.10 = 
0.2A  O,9-Im3m で あつ た 。 BES} 
析 に より 化学 組成 を 求め た 結果 は Ca BR 


> 


GK $>31 


U K S22 414 ty CH), Ba, Na 
る も 赤 存 する e Si/Al=3 で ある ss- これ に 
MEPES ZA erionite は 針 状 の 比較 的 大 き 
い 六 角柱 状 叉 は 繊維 状 群 生 を な す 。 格子 
恒 数 は a—13.2740.02A, c=—15.05+ 
0.02A CZAARES Dg, a Ctey 又は 
D453, Cb Fo ¥7PAMERROD RMR db 
0, FBGRU X RIC RO CRREES 
こと が 確認 され た 。 (Am. Min., 45, 
79~91, 1960) CB) 
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8333, Adirondack 山地 北西 部 準 片 
麻 千 の 増進 変成 作用 と 花 賠 皆 化 作用 
Bugel, A. HE. j., Engel, CG; 
Adirondack 准 片 麻 岩 の 鉱物 種 と その 
性 質 は 増進 変成 作用 に 関係 し て 変化 す 
Zo New York, Emeryville の 最も 談 
質 度 の 低い 片 麻 岩 は 少量 の 白雲 母 と HA 
長石 を 持ち BH BES, 灰 草 長石 か ら 
成る 。 之 の 片 床 岩 を より 深 所 , より 高温 
の 変成 地域 に 道 跡 し て ゆく と 黒雲 母 と A 
雲母 と の 反応 で MBA & UC K20 と 
SiO。 と が 減少 する 。 Emeryville の 35 
naj New York, Colton で は 談 成 
温度 は 多分 600°C に 達し た 。 こ ゝ で は 
最も 変質 度 の 低い 片 麻 岩 は BH Ca に 
富む 灰 草 長石 , BE, MAP SKY 
副 成 分 と し て KK- 長 石 を 持つ 。 この 地域 
全般 を 通じ て ミグ マタ イト 及び 花 賠 岩 化 
VER Rt 下 - 長 石 が 富加 し , 黒雲 母 , 
MiG, 斜 長石 が 減少 し て いる 。 Emery- 
Ville DYE} PRE POBMRAD 1~596 
e EDS. ZLDBMRAIL perthitic で 
2% の Na,O (重量 ) と 0.2~0.3% の 
BaO, 300~2600 ppm の K を 含む 。 
変成 度 の 上 昇 と 共に 格子 状 双 上 品 が 見 えな 
。 く な り (ERG?) NagO Diba 2.49% 


に 上昇 する 。 Emeryville-Colton 地域 
全体 を 通 必 で ドグマ クィ イト と TERETE 
HORE HO KK- 長 石 は 殆ど ど 皆 perthitic 
ASA, Na, Ba, Sr の 量 は ics 
化し KL 之 の 中 無い も の も ある 。 共 得 岩 
化 片 麻 岩 中 の アル カリ の 量 は BEACH 
化し , 又 岩 体 中 で も 徴 斜 長石 と その 変 
bem CAYELL CWA. 片 麻 岩 中 の Pl 
は 平均 Ab73 で 岩石 の 40%% DARE FG 
め Pl の 僅か 5% が albite と vericline 
型 の 双 品 を し て いる 。 BREOLH LE 
に Pl は その 量 が 増え , 結 品 が 粗く な り 
Slip L72 hb OM MT Zo ミグ マタ 
tbat RAED Pl ik K-RADH 
加 と 共に その 量 と AD 成分 が 減少 する 。 

Emeryville Of} BAR ORY RRS 
で は 1896 の Al RBA RRBEORS 
母 を 含ん で いる 。 変成 作用 の 増加 と 共に 
黒雲 母 は その 量 が 減少 し 結晶 が 小 く な り 
Fe,O;, FeO, OH, Sc, Mn OAS 
少 す る 。 結 品 が 大 きく ぐ な る と TiO。,MgO, 
Ba, Cr,-F, V, Ca asHatnt 3. Fa 
石 は 変成 度 の 増加 と 共に その 量 も HZ, 

MgO, Cr, Ti, V, Zn OBWHZG~ 

FEM EOS IM & FEV ARICA J SiO, 
と Al,O; Olt, RE Pl KKRISEO 
比 は 減少 する 。 KO iAeeet K- 長 
Apical Na は Pl 中 に 濃縮 する 。 
変成 度 の 増加 と 共に KK- 長 石 及 び 岩 石 中 
の K,O/Na,O は その 値 が 小さ く な る 。 


(Bull. Geol. Soc. Am. 71, 1~57, 
1960) [植田 〕 
8334, 切片 染色 法 に 依る KWH 


ROWRE BK Williams, P.L. 
著者 は Great Basin の 第 三 紀 igni- 
mbrite の 研究 に 於 いて BEGG & JAI 
4 
& DURGA GAP CEO RE RD 野外 対 
LEE 4T 5 OV 十分 満足 すべ き 結 果 が 得 ら 
NiztBRIo ぞ で の 旋法 ば りり BERET 
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5~10mm OMA WS. MRIs 4~5 
cm? 位 が 適当 。 2) 切片 を lap 上 で no. 
220 の Carborundum で 磨く 。 僅か に 
weld し た も の や 全然 し な いも の は 操作 
OVE BELD HORS KI BoWLE 
防ぐ に は 磨く BCD & 10:1 D xylene- 
canada balsam yi LU TCHS 3) W 
片 が 冷え た 後 , 磨い た 表面 を 1 秒間 4876 
財 酸 に 洗 潰 し 直 に 吸収 紙 で 吸 取 り , 磨い 
me LMU CM mT. 4) RRO 
を 30 ARM RICK 
CHATS. RABRHOW sD 
EES 9~12 億 に 拡大 し 10 x 10mm, 
100mm? OMMWAF7 ~ grid WHE 
PEI CT FFF > 259% Mlk それ 以上 の 
Bide CIFOR RAICRE STOR 
field の も の を 測定 し た 。 30 個 の 測定 試 
料 に 就 て その 組成 鉄 物 の 量 を コラ ム で 示 
も も て ww る (Am. Jour. Sei, 258, 
148~152, 1960) [植田 ] 
8335, CaO-CO,-H,O 系 と 炭酸 塩 塔 
SORA Wyllie, P. J., Tuttle, O. F. 
1000 ミール, 600°~1320°C に 於 け 
る CaO-CO,-H,O KOS MRRS He 
い 三 成分 系 等 温 柱 (Ternary isobaric 
prism, DX prism) ret Leo に の 
圧力 下 に 於 て 方 解 石 は 1310°C C4) RE 
AhL. ボー トラ ンド 石 (portlandite) は 
835°C CHART So 方 解 石 ポー トラ マン 
FAROE 685°C に 二 成 分 系 共 品 
点 が あり , 方 解 石 一 水系 は 740°C CH 
WHAM Do 単 変 系 平衡 石灰 方 解 石 + ポ 
—bI7Y Ete DRatK— hey 
ド 石 + 液 + 燕 気 は 各々 683° と 675°C 
で ある 。 後者 に は TX prism ORR 
融点 が あり , この 液 の 組成 は 65 CaO, 
19CO,, 16H,O GH4, PT w—-TFit 
Vs § DAD MAF BG ds Bb RGE LT 
CaO-H,0 系 に 於 て 単 変 系 カー ブ は in 
variant point 810°C, 100 ベー ル の 点 


で 合致 する 。 ポ ー ト ラン ド 石 は この 点 以 
下 の 圧 力 で は 解離 する 。 三成 分 系 の 最 底 
溶融 湿度 は 27~4000 ベー ル の 間 で 685 
°C と 640°C の 間 で あぁ る 。 こ の 系 の 液 相 
Wik 炭酸 塩 マ グマ を 単純 化し た も の で あ 
り , ROBRBALNASZ. 即ち KEY 
ゲ マ は 火成岩 の 痢 和信 に よ ょ つて 石灰 岩 の 部 
分 類 融 叉 は 高度 の 広域 秦 成人 作用 に よる 不 
純 な 石灰 岩 の 郭 分類 融 に よ つ て 生じ な た 液 
Ch). 方 解 石 , ABA BRAREO fe 
出 作用 に よ つ て 生じ た も の で ある 。 KE 
来 こ の 様 な を マグマ は ガス に よる 運搬 に よ 
つて 生じ た と いう 説 る ある が , 系 の 相関 
係 は この 様 な 事 に 査定 的 で ある 。(Jour. 
Petrology, 1, 1~46, 1960) (7K) 


8336, ATILH—FRABRREOR 
SIAR Bown, M. G., Gay, P. 
eye SOC FVCBHA Nie MB 
@, X-MBRICkO CAT -VA-¥F BA 
EK DRO REAR ARD 研究 を 行 な つ 
た 。 layered series DAWA RRL 
2600m OX ECOMZOV AVES 
選ん だ 50 個 の 結果 を 示し , BRST TC 
観察 し た 結果 と 比較 し た 。 一 般 に XR 
と 鏡 下 の 観察 の 結果 と は 良く 一 致す る 。 
新 ら し く 判 つた 事 は , 鏡 下 で は 判ら な い 
WATE RDS X- 線 法 に よ つ て 発見 する 
事 が 出来 る 。 BiGRAD (001) ビジ オ 
Y RAG BIEVAS FrVLAS TG SS 転移 し て いな 
Wo 普通 煙 石 の 単 一 結晶 で , (100) ビジ 
ty TRAVIS AER LTB), 有 叉 
MHEG & — RAC Hew LRU Y AV RG 
DAA WR ARS LOT WS 場合 に も 
(001) UY + VERB RBL TOR 
(Min. Mag., 32, 379~388, 1960) [青木 〕 


8337, HABA FIMO イオ ン 置 換 
に よる 影響 Brown, G. M. 

スケ ル ガ ー ド BAKO 11 OAT 
Lita Le SE 23 個 


抄 


GR $533 


DMARAD 4 ty RIC ko CMS 
FIERM>L a sing の 変化 に つい て 述べ 
て いる 。 HSEHREMR Mg2+ : Fe2+, 
(GA Fe eget NED に て も 
casing と イオ ン 置 換 の 関係 の 変化 は 
規則 正しく , 各 系 は すべ て 直線 に な る 。 
bi Mg?+ : Fe? 置換 の 関係 を 示す グ ゲ 
77 ORLA RAD} OL Ch 
a6 Ci b=Ayle Catt. Mg2* : Be 
2 三角 図 に 示し た が , この 図 か ら 屈 折 率 
と 光 買 角 か ら 成 分 を 求め る と 同様 b と る 
Sm きき 8 から る 求め る に と が で きる MR 
八 面 体 配 位 中 の AB” の 置換 の 量 及 びそ 
Db の 変化 に つい て も 述べ て いる 。 な お 


SiO, Al,O, Fe,0; FeO MnO) MgO 
| | 


50.82) 2.40 | 1.88 | 10.75, 0.19 | 14.36 
48.18 1.06 | 1.46 26.08] 0.53 | 3.52 


46.90; 2.20 | 1.66 | 29.10] 0.67 | 0.58 


CaO a K,O | TiO, [C2 Os ‘Total 


18.12 0.89 | 0.03 0.96. 0.06 | 99.96 
18.90) 0.23 | 0.04 | 0.70 | nd 100.70 


18.87 0.32 | 0.04 0.10 nd (10.044 
| | 


新 ら し くさく 分 析 さ れ た え スケ ル ガ ー ド Bha 
IRD BSE AO (CARLIE RICA T o 
(Am. Min., 45, 15~38, 1960) [青木 ] 


8338, skpetrthm U と Th Lassen, 
E. S., 3d, Gottfried, D. 

西部 アメ リカ の 中 生 代 カル ク ・ ア ルカ 
Vee, AT 4 kL N-—YH=7 の ソレ ー ア 
『 ト マグ マ 型 の 火山 岩 と 半 深 成 岩 , 西部 
FRYAENT {DANT-THNAY, 
テル カリ , サブ アル カリ 大 出 岩 等 の 199 
個 の 試料 の U と Th 含量 を 調べ た 。 

RARE MEA BIS POMPE b BR VY 
J=—-8L BBE C Ut Th の 増加 
を 示す 。 最も 極端 な 分 化 生 成 物 , EEL 


て 白 圭 母 石 英 モン ゾ ニ = ニー 岩 は 石英 モン ゾ 
=a Plime ky & U り と Th は ずつ 
と 少な い が ,」 Th/U は ほ ゞ 同じ で ある 。 
火山 岩 と 半 深 成 岩 は 一 般 に 球 長 質 に な る 
に つれ て Th と 'U は 共に 同じ 様 な 増加 
Ota eARTo ホノルル 火山 岩 系 の アル 

カリ 去 武 岩 は 変化 図 の 右 の 方 に 行く に つ 
れ て りり と Th の 不 規則 な 減少 を 示す 。 

こ ゝ で 研究 し た 各 系 の 苦 鉄 質 か ら 斑 長 
HOGA $C Th/U see HLT 
^ る 。 各 系 は 又 多 少 特長 的 な Th/U 比 を 
AL, 25~5 の 範囲 で ある 。 Th, UF 
Bk Th/U 上 比 の ぼら つき は マグ マ の 分 
化 作 用 の 複雑 な も の ほど 大 きく な り , EF 
BEV BASROIZ50%, ERAS 
EL UPEMLE OA Th/U が 低い 。 
(Am: Jour. Sci, Bradley Vol:, 
151~169, 1960) (BAI 
8339, BA-BBA-EBRD OAK 
結晶 作用 の 残 液 の 性 質 Schairer, J. F. 
Yorder, HE St 

Baa A—ERAD 相 平 衡 関係 の 
実験 を 行 な つ た 。 この 系 の 端 成分 霞 石 と 
東 酸 の ほ ゞ 中 間 の 草 長 石 と 端 成分 透 灯 石 
を 結 お 系 は 2 成分 系 で は な い が , ONE 
境 に し て この 系 を 2 つの 部 分 , 即ち 結晶 
作用 の 最終 産物 と し て 完全 に 結晶 し た 混 
合 物 中 に 固 相 の 1! つと し て HEM eu 
酸 に 富む 部 分 と 固 相 の ! つと し て BAe 
含む 雷 石 に 富む 部 分 に 分 ける 。 
RH-ABAD ROMA ( 多 
TU 2 7 BERG 固溶体 ), 複雑 な ad 
深 体 , カー ネギ ー 固 深 体 , ソー ダ 倍 長石 , 
ELE, MEA, 7YVAbSVATC 
HA 叉 硬 玉 は 固 相 と し て は 現われ な い 。 

本 系 の 研究 か ら マ グマ の 分 別 作 用 に つ 
よ て 早期 品 出 鉄 物 が 取 去 られ , アル カリ ・ 
TVS RIC 富む 残 液 を 生ずる と い 
5 Bowen OME MHL TOS. HG 
LAREDO ANIA RIN AEEL Ts 


7534 a KD KR A eS aw 


Zo -ORMBRIRVYU-T41372 
に お ける BURR BR ¢ al 
BIC, TUDUEREBS7 TKR CULE 


ECHA. (Am. Joun. Sci., Bradey 
Vol., 273~283, 1960) [青木 〕 
金属 鉱床 学 


8340, 細石 及び その 随伴 鉱物 中 の in- 
clusion Little, W. M. 

鍋 鉄 床 は 鉱物 中 の inclusion の 研究 
に は 特に 適当 で あり inclusion と て 
は H,O inclusion, H,O-CO, inclu- 
sion, 結 品 質物 と 気泡 か ら 成 る complex 
inclusion, Ava - waFARY A - eA AZ 
どの solid inclusion が 見 られ る 。 世界 
LHIOGIED 鍋 石 お よび その 随伴 鉱 
物 133 試料 を , この 研究 の た め に 者 案 さ 
れ た 特殊 の Heating stage を 用 いて , 
加 熟 し あぁ あるいは 冷却 し て 倍率 1000 HB 
度 の 鏡 下 で 観察 を 試み た 。 

鍋 鉄 床 は 形態 上 か ら は ;, (1) ペグ マタ 
ィ ト 型 ) (2) TERISASKIR. (3) 石灰 岩 中 


の スカ ルン 型 , (4) Bolivian volcanic 


typs, (5) Mexican volcanic type Iz 
分 類 さ れる が , これ ら の うち 大 多数 の ペ 
グマ タイ ト 質 欠 鉄 床 は siliceous melt か 
ら 和 形成 され , 一 部 の ペグ マタ イト 質 鉄 床 
お よび その 他 の BF 鉄 床 (Mexican vol- 
canic type は 例外 の 可能 性 が あぁ る が ) は 
水落 液 か ら 形 成 さ れ た 。 この 水落 液 は ガ 
ス よ り 液 体 の 性 質 と を も つて お り ) HOT 
鉱床 は 気 成 鉄 床 よ り BOKSKAR & LC 
され る 方 が より 適当 で ある 。 BURKE 
床 で は inclusion OSHA Ie 300°~ 
500°C EBAENSo GHEMOARKEE L 
Clk alkali-stannate WYRBEU alkali 
thio-stannate Yy¥¥2Z3 inclusion data 
と 合致 する が , 更に alkali chloro-stan- 
nate Yy¥, alkali fluo-stannate YAY 


OMABPES BSB. (Econ. Geol., 55, 
485~509, 1960) ait ca 


8341, AKOBRSRIMLHOROLY 
Abs DNA + Hl HE Gh HS 
4 Kilburn L. C. 
IKDC BET S HGH 
Co Ni, Cae 2 = Roy noir 
は , 北米 の 火成岩 中 の それ ら 金 屋 元 素 の 
量 比 に 極め て 類似 し て いる 。 従来 これ ら 
の 卑 金属 硫化 鉱石 は magmatic origin 
だ と され て いた が , この 類似 性 は さら に 
この 説 を 支持 する 結果 に な る 。 この 場合 
Nive (Cas Zn, Ni RS とれ SOS の ES 
t=AMRECF oy btn, BRA 
2 つの 群 に 分 れる が , kha Cli— OD 
連続 し た 群 を 形 づ く つ て いる 。 この 差異 
は 岩石 形成 過程 は 単 一 で ある が , 鉱石 形 
成 に は 早期 の 分 泌 期 と 後期 の 熱 水 期 と が 
あっ だ た を 守る 0 Se Cua 
Zn-Pb は 熱 水 性 硫化 鉱石 で は あら ゆる 
量 比 の 連続 系 を 形成 する が , Cu-Pb gk 
石 , Cu・Zn・Pb の 等 量 久 石 は 稀 で あ 
り , 北米 の 卑 金属 硫化 鉱石 に は 存在 し な 
い 。 Co-Pb $4, Ni-Pb 6G, %L¢ 
tx Co- Zn. Pb, Ni- Zn. Pb O28 
鉄 石 も 本 研究 で は 見 られ ず , REX AE 
LAWLBASNDo 
Cu 4G, Cu-Ni BEU Cu/Zn 比 の 
高い 鉱石 は 塩基 性 乃至 中 性 火成岩 と ARE 
関係 が あり , 大 部 分 の Cu-Zn 鉱石) + 
べ て の Zn-Pb HAIt 酸性 火成岩 と 相 
関 関係 の ある こと を 示し て いる 。 (Econ. 
Geol 55, 115~137, 1960) TENE 


8342, Canada, Newcastle, Heath 
Steel 鉱床 の 地質 , 硫黄 同位 元素 及び そ 
の 成因 Dechow, E. 

当地 域 の 地質 は BRS, kK eR 
UES (Ordovician, Teta- 
gouch group) £ ) 7%) GkPRIs_L#a HS 


i> 


ok $35 


tite OR ARBO AEH, DRL APVCIRAA 
SAAR - i) MERCH S. 産出 鉱物 
OmothIRA SHAE ) MEME GR GK, 黄 鉄 
Sk, 磁 鉄 鉄 , 磁 硫 鉄 鉄 , SATRIAGK, BARA 
$k, APMC, ほか に 微量 の 克 駒 銅 伏 一 
POSAGA, I SO BK, ACKER, AREER 
Upmt BL, Rm 鉱物 と し て は ee 
鉱 , 鑑 藍 及び 白 鉄 鉄 が 観察 され る 。 質量 
分 析 に よ ょ つて 150 個 の 硫化 , 硫酸 塩 鉱 
, teas ED S/S Sle Lire ke 
果 , 1) PESMEER tC REIMER CH 
UC OBB 7 BAILA BC S32.S34 be 
率 範 囲 が 極め て 狭い = (21.82~22.02), 
従っ つて 鉄 液 の 根源 は 同一 の も の と Bon 
Bo 2) BULgkMCx S** の 富 化 が 示さ 
れ , これ と 石 時 が 存在 する B56 Bike 
素 に よ つ て 初生 の 硫酸 塩 鉱 物 の 層 元 が 営 
まれ た こと が 考え られ る 。 3) KKTEO 
AEB HIS 含ま れる 硫化 鉄 物 の S32/S34 
は 硫化 鉱石 の それ と ほ ゞ 同 比 率 を 示す 事 
か がら 当 鉱床 は 岩 此 性 熱 水 起源 に よる も の 
と 推察 され る 。 結論 と し て , 花 賠 岩 化 作 
用 と 硫酸 塩 鉄 物 の 居 元 , 硫化 物 の 流動 を 
経て 鉄 床 が 形成 され , 金属 イオ ン の 根源 
は 火山 岩 中 の それ を 考え る 事 が 可能 で あ 


ろう 。 (Econ. Geol., 55, 539~ 
556, 1960) (BRE 


8343, New Mexico, San Juan 
Basin 南部 の ウラ ン 鉱床 Hilpert, L. 
S., Moench, R. H. 

当地 域 の ウラ ン 録 床 は 次 の 3 型 に 分類 
する 事 が 出来 る 。1)Morrison, Entrada 
AB (ジュ ラ 紀 ), Dakota (482%) の 
成層 面 と ほ ゞ 整合 的 に 板 状 を 呈 し て いろ 
も る も の 。 2) dh, 断層 に よ つ て 姿 形 さ れ た 
Todilto 石灰 岩 (ジュ ラ 紀 ) LACSEA 
し て いる もの 。3) Morrison 累 層 中 の パ 
ィ プ 状 角 奏 質 泥岩 , 砂岩 中 の も の 。 産出 
Sinz coffinite, uraninite, tyuya- 


munite, pei & MAO RRR, A 
鉄鉱 , BARS, FGAGK, BIRR GK RU 
石 で ある 。 KMPH L L ClAHRRA DO 
三 紀 後期 より 現世 に 至る も の が 存在 す 
る が これ と 鉄 床 と の 成因 的 な 因果 関係 は 
不明 で ある 。 更に 当地 域 で は a) Entr- 
ada, Dakota 砂岩 堆積 中 , b) 第 三 紀 
初期 ~ 中 期 , c) 第 三 紀 中 へ 後期 に 構造 運 
動 が あり 鉱床 の 分 布 に 直接 或 は 間接 的 に 
PEE RIEL OO a) に 属す る 構造 
運動 で ある 。 前 記 3 型 の ウラ ン 鐵 床 に 於 
て は 種々 の 相 異 点 が 認め られ る が 一 般 的 
に は 同一 成因 に 基づく る も の と 考え られ , 
7a6 CK FORA t i> Chia Lr 深 
液 に よ つ て 現在 みな られ る よう な 鉱床 が 形 
成 さ れ た も の で あろ 3 う 。 (Econ. Geol., 
55, 429~464, 1960) (BAB ZEI 


石油 鉱床 学 
8344, 石油 の 探査 哲学 Harrington, 
J. W. 

石油 の 探査 哲学 と いう の は , 石油 を 発 
見 する た め に , 石油 地質 察 が デー タ の 組 
ML, DATOS CHI 論理 的 思考 と で る も 
言う さき も の で ある 。 必然 的 に 石油 地質 
Rit, 既知 の 地域 の 知識 か ら 未知 の 地域 
の 知識 を 予想 する こと を 必要 と する 。 こ 
の 推定 を より 適 確 に する 2 つの 方 法 が 提 
起 さ れる 。 一 つ は , 砂岩 油 構 岩 に 関し て 
で , この 場合 は , 巨視 的 に 一 つ の 岩 体 は 
沈 積 し つっ > ある 場 の エネ ルギー 勾配 に 左 
右 さ れる と みな され る 。 これ は Rich 
(1951) の 提唱 し た unda, clino, fondo 
の 環境 位置 か ら 推 測 す る こと が 出来 る 。 
純粋 に 構造 的 な oil trap が 開発 し っ く 
され る と 共に , AYbHWARIL unda peds 
か ら 攻 次 , 広域 的 対比 基準 の 発見 され 難 
い , より 予知 し 難い 地域 の clino beds 
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の 研究 へ 移ら され る で あろ 3 う 。 clino 
zone は 沈 積 の 割合 が 同一 で な く , wats 
FALE &, 多く の stratigraphic 
trap OMAR ANSMWCHSo こ ゝ で は 
地質 察 の 十分 な 熟練 が , 予想 を 適 確 に す 
る た め に 要求 され る 。 この zone で は 
logic が 探査 の ーー つの 道上 仙 で ある 。clino 
beds に は 少く と も , 2 つの type Bw 
め ら れ , 一 つ は 砂岩 体 で slope の 下 に 
線上 に 位置 する 。 今一つ は unda edge 
か ら 2~3 MEODMIVAET SEY ROVE 
WHER C, これ は fond bed より る も 更 
(SIGS, EDs NR te fonda 
な が る 。 第 2 は 一 般 的 性 質 の 乏しい も の 
で carbonatereef knoll の 存在 を , YE 
FPWR O EHUB CBT S 利用 し 得る デ 
ー タ か ら 推 測 予想 する こと で ある 。 

(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
44, 227~234, 1960) [HA 


8345, 地質 時 代 堆 積 盆地 の 化石 包 蔵 水 
の 化学 的 変 枯 Chave, K. E. 

地質 時 代 堆 積 盆地 の 岩石 中 に 包 蔵 され 
る 水 , 既 ち 堆積 当時 の 海水 の 化学 的 隆 質 
に 関す る 従来 の 文献 を 渉 独 し , これ ら の 
資料 を 再 吟味 し , 包 蔵 水 の 化学 変化 過程 
に つい て 幾つ か の 仮説 を 論じ , この 問題 
解決 へ の 2~3 の 研究 方 向 を 指摘 し た 。 
従来 の 文献 デー タ は ; AVE 包 蔵 水 ( 
他 の 水 が ま じ ら な いも の ) と みな され る 
サン プル が 得 が た いこ と か ら , その 信頼 
性 に 逐 し い が , 利用 し 得る 最良 の 分 析 デ 
ー タ を 用 いて , 包 蔵 水中 の Cl, K, Ca, 
Mg, Sr, Br, I を 比較 検討 し た 結果 , 
カム ブリ アン 時 代 か ら 鮮新 世 ま で に わた 
つて の 試料 は , 大 し て 差異 を 示さ な い 。 
即ち 時 代 的 傾向 は 指摘 され な い 。 併 し 上 
述 の 化石 包 蔵 水 は 現 在 の 海水 と は , すべ 
て 異な つて いる 。 これ は 地質 時 代 の 海水 
と 現在 の 海水 と の 間 に 著 し い 差異 が ある 


の で な くさく, 地質 時 代 の 海水 が 堆積 岩 中 に 
包 蔵 され た 後に 変化 し た も の と 推測 され 
る 。 そ の 合理 的 な 要因 と し て , 化石 包 蔵 
水 の 周 囲 岩 石 と の 作用 が 挙げ られ , (66 
包 蔵 水中 に 濃 集 し て いる ahi ty OR 
構 に つい て は , 現在 の 知識 で は よい 説明 
が 得 ら れ な い 。 また 地質 叶 代 海水 の 洗 S 
当時 の 化学 組成 の 小さ きい 差 異 は , 堆積 後 
の 作用 が 大 きい た め , 化石 包 蔵 水 の 研 究 
か ら は 知る こと が 出来 な い 。 と も か くる , 
現在 迄 の 盗 料 で は 化石 包 蔵 水 の 時 代 的 変 
化 を 推定 する に は , . データ が 余り に も 不 
確実 な た め , その 手がかり を 得る こと が 
出来 な い 。 将来 の 注意 深い 試料 の 探 取 , 
分 析 の 結果 に 待つ 他 な い 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 44, 357~370, 
1960) (AA) 
8346, F+HZ4\| Hartburg 油田 の 
堆積 と 構造 Bornhause, M. 

テキ サス 州 の 南部 ニュ ー ト ン に ある 
Northwest Hartburg }Hiyx Oligo- 
cene Jy Miocene RROHRCHO 
て , Gulf Coast Frio を 形成 する 構造 帯 
の 一 部 で , この 油田 の 種々 の 構造 や 堆積 
に つい て 絵 括 し て 4 段階 に 区 分 し た 。 和 化 
1 段 護 で は この 油田 地域 は 北西 に 高く 南 
東 に 緩く 傾斜 し た 大 陸 棚 状 の 状態 を 示し 
第 2 段階 で は 大 きい 拉 造 的 変動 に よっ つて 
Channel の 沈降 に と も な い 大 陸 棚 の 一 部 
に 折 目 が 生じ , SMOSH 1000 5R 
さがる 第 1 段階 より 和 急 な 傾 僚 状態 に か わ 
つた 。 第 3 段階 で は 大 陸 棚 の 地域 に 運動 
に と も な 3 う FATES, 部 分 的 に 海 
廊 浸 人 触 の 影響 も あぁ あら われ , 4 AH Ces, 
COME OE MARE CHIG 
れ , HL < MA PHWED Me HERDS 
行わ れ て , FREI iOS 2 段階 同様 の 天 
陸 斜 面 に 似 た 傾斜 面 に な つた 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
44, 458~470, 1960). [阿部 〕 
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